


表１　【新制度による支給認定区分】

年齢 保育の必要性 認定区分 利用できる施設等

３歳
以上

非該当 １号認定
（教育標準時間認定) 認定こども園・幼稚園

該当 ２号認定（保育認定） 認定こども園・保育所

３歳
未満

非該当 認定対象外 ―

該当 3号認定（保育認定） 認定こども園・保育所 
・地域型保育事業

※希望保育所に空きがない場合は、保育が必要な子どもでも幼稚園を利用すること
があります。
※教育標準時間認定とは、１日３～４時間程度の幼児教育の時間のことです。

　
平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
教
育
、
保
育
、
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
（
以
下
、
新
制
度
）
が
、
平
成
27
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
新
制
度
の
目
的
や
概
要
、
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　
保
育
課
事
業
係
（
内
線
３
３
２
１
）

　
新
制
度
は
、
妊
娠
・
出
産
期
か

ら
小
学
校
入
学
後
の
学
童
期
ま
で

①
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教

　

育
・
保
育
の
総
合
的
な
提
供

◆
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
改
善
お

よ
び
普
及
促
進

　
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
両
方
の
機
能
を
持
つ

施
設
で
、
保
護
者
の
仕
事
の
状
況

に
関
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。
新
制
度
で
は
、
設
置
手
続
き

の
簡
素
化
や
財
政
措
置
の
一
本
化

に
よ
り
、そ
の
普
及
を
進
め
ま
す
。

②
保
育
の
量
的
拡
大
・
確
保

◆
保
育
の
受
け
入
れ
人
数
を
増
や
す

　
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
認
定

こ
ど
も
園
、
保
育
所
な
ど
を
計
画

的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
少
人

数
の
子
ど
も
を
預
か
る
「
地
域
型

保
育
事
業
」
へ
の
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
保
育
の
受
け
入
れ
人

数
の
拡
大
と
受
け
入
れ
施
設
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

※
「
地
域
型
保
育
事
業
」
と
は
、

新
制
度
で
創
設
さ
れ
る
小
規
模

保
育
（
定
員
６
人
〜
19
人
）、家

庭
的
保
育（
定
員
５
人
以
下
）、

居
宅
訪
問
型
保
育
（
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
）
、
事
業
所
内
保
育

（
従
業
員
の
た
め
の
保
育
）
の

４
つ
の
保
育
事
業
で
す
。

③
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育

　

て
支
援
事
業
の
充
実

◆
妊
娠
・
出
産
期
、
乳
幼
児
期
、

学
童
期
の
支
援
を
充
実

　
新
制
度
で
は
、
共
働
き
家
庭
だ

け
で
な
く
、
全
て
の
子
育
て
家
庭

を
対
象
に
、
妊
娠
・
出
産
期
か
ら

乳
幼
児
期
、
学
童
期
ま
で
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
子
育
て
支
援
事
業
と

し
て
、
妊
婦
健
診
、
乳
児
家
庭
全

戸
訪
問
事
業
、
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、
一
時
預
か

り
事
業
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事

業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童

保
育
）な
ど
13
事
業
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
育
の
必
要
性
の
認
定
（
幼

稚
園
、
保
育
所
等
の
施
設
に
入

園
す
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま

す
）

　
今
ま
で
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
申
請
は
別
の
窓
口
で
し
た
が
、

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所

等
を
希
望
す
る
全
て
の
保
護
者
が

市
へ
支
給
認
定
申
請
を
行
い
、
市

は
、
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ

い
て
、
保
育
の
必
要
性
を
認
定
し

ま
す
。

　
支
給
認
定
は
次
の
表
１
の
３
つ

に
区
分
さ
れ
、
保
育
の
必
要
性
の

有
無
、
保
育
の
必
要
量
な
ど
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
就
労
状
況
な
ど

に
応
じ
た
認
定
内
容
が
記
載
さ
れ

た「
認
定
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

支
給
認
定
区
分
に
応
じ
て
、
利
用

で
き
る
施
設
等
（
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保

育
事
業
）
が
決
ま
り
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
社

会
全
体
で
行
い
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
を
め
ぐ
る
現
状
お
よ
び
課
題

か
ら
次
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

新
制
度
の
目
的
と
概
要

新
制
度
の
目
的
と
概
要

利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
度
か
ら

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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　今までは、幼稚園や保育所などに個別に行われてきた公的な財政支援
が、幼稚園、保育所、認定こども園共通の「施設型給付」が創設される
ことに伴い、一本化されます。また、新たに「地域型保育給付」が創設
され、小規模保育等も公的な財政支援の対象となります。
　この給付は、保護者に対する個人給付ですが、公費を確実に教育・保
育に要する費用に充てるため、保護者へ直接給付するのではなく、施設
等が市から給付を受け（法定代理受領制度）、利用者は施設からサービ
スの提供を受ける仕組みとなります。

給付の仕組みが変わります

　新制度の支給認定申請、施設への入所の手続きは、今年の秋ごろから始まります。具体的な手続きの実施時期
や方法などについては、広報くきや市ホームページを通して、市民の皆さんにお知らせしていきます。

新制度利用の流れ

幼稚園等を利用希望の場合の
認定手続き（１号認定）

保育所等を利用する場合の認定手続き
（２号認定・３号認定）

●平成27年度から「子ども・子育て支援新制度」がスタートします●
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保
育
所
等
で
の
保
育
を
希
望
す

る
場
合
は
、
保
育
の
必
要
な
事
由

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
夜
間
、
居
宅

内
の
労
働
な
ど
、
基
本
的
に
全

て
の
就
労
を
含
む
）

②
妊
娠
、
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
を
し

て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学
（
職
業
訓
練
校
等
に
お
け

る
職
業
訓
練
を
含
む
）

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と

⑨
育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保

育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が

い
て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る

こ
と

⑩
そ
の
他
、
①
か
ら
⑨
に
類
す
る

状
態
と
し
て
市
が
認
め
る
場
合

稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

の
３
施
設
で
す
。

◆
給
付
対
象
事
業

　
給
付
対
象
と
な
る
事
業
は
、
家

庭
的
保
育
、
小
規
模
保
育
、
事
業

所
内
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育
の

４
事
業
で
す
。

※
家
庭
的
保
育
は
、
３
歳
未
満
の

子
ど
も
を
対
象
に
、
定
員
５
人

以
下
と
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
下

で
、
保
育
を
実
施
す
る
事
業
で

す
。

※
小
規
模
保
育
は
、
３
歳
未
満
の

子
ど
も
を
対
象
に
定
員
19
人
以

下
と
比
較
的
小
規
模
な
環
境
の

下
で
、
保
育
を
実
施
す
る
事
業

で
す
。

※
事
業
所
内
保
育
は
、
事
業
所
の

保
育
施
設
な
ど
で
、
従
業
員
の

子
ど
も
と
地
域
の
子
ど
も
を
一

　
新
制
度
で
は
、
次
の
施
設
お
よ

び
事
業
に
対
し
て
、
公
費
に
よ
る

給
付
を
行
い
ま
す
。

◆
給
付
対
象
施
設

　
給
付
対
象
と
な
る
施
設
は
、
幼

　
新
制
度
に
基
づ
く
幼
稚
園
や
保

育
所
な
ど
の
利
用
に
か
か
る
保
育

料
は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た

負
担
（
応
能
負
担
）
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
保
育
料
の
額
は
、
国
が

定
め
る
基
準
を
踏
ま
え
、
市
が
定

　
新
制
度
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
今
後
広
報
く
き
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
く
き
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
に
入
園
・
入
所
す
る
手
続
き
は

ど
う
変
わ
る
の
？

　

現
在
、
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
に
入
園
・
入
所
中
の
場

合
の
手
続
き
は
ど
う
な
る
の
？

　

今
あ
る
「
幼
稚
園
」
や
「
保
育
所
」
は
ど
う
な
る
の
？

子ども子育て新制度 検索

※
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
や
新
制
度
、

認
定
こ
ど
も
園
等
に

つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
内
閣
府
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
に
入
園
・
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
市
に
支
給
認
定
申
請
し
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
市
か
ら
は
、
認
定
結
果
に
応
じ
た
「
認
定
証
」

を
発
行
し
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
保
育
の
必
要
性
の
有
無
や
保
育
の
必
要
量
に
応

じ
て
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
や
事
業
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

保
育
が
必
要
な
方
か
ら
の
施
設
や
事
業
の
利
用
申
し
込
み

は
、
市
が
受
け
て
、
利
用
調
整
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設
や
事

業
の
紹
介
、
必
要
に
応
じ
て
、
あ
っ
せ
ん
や
施
設
に
対
す
る
利

用
要
請
な
ど
を
行
い
ま
す
。

Ｑ１Ｑ１ＡＡ
　
現
在
、
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
・
入
所

中
の
子
ど
も
も
、
市
に
支
給
認
定
申
請
し
、
保
育
の
必
要
性
の

認
定
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＱＱ２２ＡＡＱＱ３３ＡＡ
　
既
存
の
「
幼
稚
園
」
と
「
保
育
所
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
「
幼
稚
園
」
や
「
保
育
所
」
と
し
て
継
続
さ
れ
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
「
認
定
こ
ど
も
園
」
に
移
行
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
「
幼
稚
園
」
や
「
保
育
所
」
か
ら
「
認
定
こ
ど
も

園
」
へ
の
移
行
は
任
意
と
さ
れ
て
い
て
、
各
園
が
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

緒
に
保
育
を
実
施
す
る
事
業
で

す
。

※
居
宅
訪
問
型
保
育
は
、
保
護
者

の
自
宅
で
１
対
１
で
保
育
を
実

施
す
る
事
業
で
す
。

　
新
制
度
に
お
い
て
、
給
付
対
象

施
設
、
給
付
対
象
事
業
と
な
る
た

め
に
は
、
施
設
や
事
業
者
が
人
員

配
置
や
面
積
、
管
理
・
運
営
な
ど

施
設
・
事
業
に
必
要
な
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
県
や
市

の
認
可
と
市
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
な
ど
で
は
、
制

服
代
な
ど
を
市
が
定
め
る
保
育
料

に
加
え
て
徴
収
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

新
制
度
の
給
付
対
象
施
設
と

新
制
度
の
給
付
対
象
施
設
と

給
付
対
象
事
業

給
付
対
象
事
業

保
育
料

保
育
料

よ
く
あ
る
質
問
と
回
答
（
Ｑ
＆
Ａ
）

●平成27年度から「子ども・子育て支援新制度」がスタートします●
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　道路は、日常生活に欠かすことのできない最も基本的な公共施設ですが、あまりに身近なため、その重要性が
見過ごされがちです。この機会に道路の大切さや私たち自身ができることを考えてみませんか。
問合せ　建設管理課管理調査係（市役所第二庁舎内／内線113）
　　　　各総合支所建設課（菖蒲・内線282／栗橋・内線254／鷲宮・内線236）

　国では、８月10日を「道の日」と定
めるとともに、毎年８月１日から31日
を「道路ふれあい月間」としていま
す。この機会に、日ごろ何気なく使っ
ている道路のことを、これまでと違っ
た視点で見直してみましょう。

　どんなときも歩行者や車が安全に気
持ちよく通行できるよう、自転車の放
置、路上駐車、ゴミのポイ捨て等はや
めましょう。
　一人一人が道路を大切に思う気持ち
を持って、マナーを守ることで道路は
さらに快適で安全な場所になります。

　各地区の区長を中心として、道路側
溝の清掃、道水路の除草、道路上に放
置されている物件の片付け等をお願い
しています。ぜひ、皆さんもご参加く
ださい。
※平成25年の道路愛護月間中は１万
7,853人のご参加をいただきました。

皆さんの手をお貸しください！
　市では、「違反簡易広告物除却推進団体」と「道路里親（住民団体）」を認定し、これらの団体の活動に
よって快適で美しい街並みが保全されています。住みやすいまちづくりを推進するために皆さんのご協力を
お願いします。
●違反簡易広告物除却推進団体を募集

　道路上にある街路樹や電柱に不動産・金融・風俗
などの貼り紙、貼り札、立て看板等が貼り付けてあ
るのを見かけますが、これは屋外広告物といわれる
もので違反行為です。違反広告物は、まちの持つ美
しさを著しく損なうことになります。
　市では年2回の一斉撤去と日常撤去を実施すると
ともに、市民の皆さんの手で撤去を行う「違反簡易
広告物除却推進団体」を募集していますので、お問
い合わせください。

●道路里親を募集

　市では、市道において自発的に清掃美化活動を行
う住民団体等を「道路里親」として認定し、市民の
皆さんと行政が協力して快適で美しい道路環境づく
りを推進しています。「道路里親」に対し、市では
次の支援を行っています。
支援内容

　①清掃道具の貸し出し
　②ビニール袋、軍手、帽子等の支給
　③要望に応じて団体名入りの表示板の設置

※応募方法については市ホームページをご覧いただくか、上記の問い合わせ先にお問い合わせください。

７月から９月は「道路愛護月間」です７

８月10日は
「道の日」です

自転車の放置、路上駐車、
ポイ捨て等はやめましょう

きれいな街並みに
しましょう
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１年間（12か月）の保険税額＝医療給付費分の合計＋後期高齢者支援金等分の合計＋介護納付金分
の合計

区　分 税率等 計算方法

医療給付費分

所得割額 7.0%
加入者ごとに計算。｛前年中の総所得金額
等（退職所得を除く）－33万円（基礎控除
額）｝×0.07（所得割率）

均等割額
（１人当たり）

29,000円 29,000円×加入者人数

賦課限度額 510,000円

後期高齢者
支援金等分

所得割額 2.1%
加入者ごとに計算。｛前年中の総所得金額
等（退職所得を除く）－33万円（基礎控除
額）｝×0.021（所得割率）

均等割額
（１人当たり）

10,000円 10,000円×加入者人数

賦課限度額 140,000円

介護納付金分
（40歳以上　　
65歳未満の方）

所得割額 2.2%
加入者ごとに計算。｛前年中の総所得金額
等（退職所得を除く）－33万円（基礎控除
額）｝×0.022（所得割率）

均等割額
(１人当たり)

11,000円 11,000円×加入者人数

賦課限度額 120,000円

平成26年度国民健康保険税

平成26年度後期高齢者医療保険料

区分 料率等 計算方法

所得割額 8.29% ｛前年中の総所得金額等（退職所得を除く）－
33万円（基礎控除額）｝×0.0829（所得割率）
+42,440円

均等割額（１人当たり） 42,440円

賦課限度額 570,000円

１年間（12か月）の保険料＝所得割額＋均等割額
※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料は、年度途中で異動があった場合は月割計算となります。

　
金
融
機
関
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
、
曜
日
や
時
間

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
納
付
が
で
き
ま
す
。

取
扱
店　
納
付
書
裏
面
に
記
載
の
店
舗
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意　
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
や
納
付
書
に

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

現
金
以
外
（
小
切
手
等
）
で
納
付
す
る
場
合

な
ど
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
利
用
で

き
な
い
場
合
は
金
融
機
関
等
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
課
に
次
の
書
類
を
提
出
す
る
と
、
保
険
税

（
料
）
の
年
金
天
引
き
を
口
座
振
替
に
変
更

で
き
ま
す
。

必
要
書
類　
①
金
融
機
関
の
受
領
印
が
あ
る

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
控
え
の
写
し　
②
特

別
徴
収
中
止
依
頼
書

※
７
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
提
出

す
れ
ば
、
10
月
か
ら
年
金
天
引
き
を
中
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
は
、
年
金
天
引
き
の
場
合
は
年
金
天
引
き

さ
れ
て
い
る
方
、
口
座
振
替
の
場
合
は
口
座

名
義
人
の
方
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
を
中
止
し
て
納
付
書
で
納
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
預
金
残
高
不
足
な

ど
が
続
く
と
再
び
年
金
天
引
き
に
戻
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
お
よ
び
市
・
県

民
税
の
年
金
天
引
き
を
中
止
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
方
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

し
た
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
口
座
振
替
登
録
情

報
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
引
き
継

が
れ
ま
せ
ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

口
座
振
替
で
納
付
し
た
い
場
合
は
、再
度「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
金
融
機
関
等
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
保
険
税
が
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
に
は
、
新
し
く
取
得
し
た
保
険

証
と
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
必
要

で
す
。

　
勤
務
先
の
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

し
、
か
つ
雇
用
保
険
を
受
給
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
参
の
上
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
納
付
書
で
の
納
付
や
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
の
第
1
期
の
納
期
限
は

7
月
31
日
㈭
で
す
。
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
課
保
険
税
係
（
内
線
３
４
５
２
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲・

内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
１
）

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
税
（
納
入
）
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

保
険
税
（
料
）
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も

納
め
ら
れ
ま
す

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

年
金
天
引
き
お
よ
び
口
座
振
替
に

関
す
る
注
意

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
者
の

国
保
税
を
軽
減
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
さ
れ
た
方
へ

他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
へ
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８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
、
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留

で
郵
送
し
ま
す
。
８
月
か
ら
は
、
新
し
い
被

保
険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を
、
７
月
中
旬
に
普
通
郵
便

で
郵
送
し
ま
す
。
８
月
か
ら
は
、
新
し
い
受

給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
か
ら
70
歳
に
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

誕
生
日
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
日

前
月
）
の
月
末
に
高
齢
受
給
者
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
の
時

　
期
は
９
月
末
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
お

　
手
元
の
被
保
険
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
の
負
担
割
合

　
高
齢
受
給
者
証
の
医
療
費
窓
口
負
担
に
つ

い
て
は
、
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か

ら
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

・
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま
で
の

　
方
…
２
割
（
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）

・
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
の

　
方
…
２
割

　
た
だ
し
、
現
役
並
み
所
得
者
（
住
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方
）
は
誕
生

日
に
関
わ
ら
ず
３
割
で
す
。

※
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
欄

に
「
２
割
（
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）
」

と
記
載
の
あ
る
方
は
、
医
療
機
関
で
の
窓

口
負
担
は
1
割
で
す
。

※
生
年
月
日
に
よ
り
、
同
世
帯
で
も
１
割
と

　
２
割
の
方
が
混
在
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
を
治
療
し
た
場
合
、
多
額
の

自
己
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
と
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

へ
提
示
す
る
こ
と
で
入
院
時
の
食
事
標
準
負

担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
認
定
証
は
、
市
役
所
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
課
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

●
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

　

市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
７
月
31
日
有
効
期
限
の
認
定
証
は
、
８

月
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
必
要

な
方
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

※
市
・
県
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
、
高
齢
受

給
者
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

１
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
更
新
し

　

ま
す

●
70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

２
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し

　

ま
す

基
準
収
入
額
適
用
申
請

　
新
し
く
届
い
た
１
・
２
に
記
載
さ
れ
て
い

る
負
担
割
合
が「
3
割
」と
な
っ
て
い
て
も
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
申
請
を
す
る

と
申
請
月
の
翌
月
か
ら
、
負
担
割
合
が
「
１

割
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
課
保
険
税
係
（
内

線
３
４
５
５
）

●
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
７
月
31
日
有
効
期
限
の
認
定
証
は
、
8
月

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
必
要
な

方
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
方
は
交

　
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
市
・
県

　

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
７
月
31
日
有
効
期
限
の
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
新
し
い
認
定
証
を
7
月
末
ま
で

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
市
・
県
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
へ
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
条
件
や
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係
（
内
線

３
４
４
６
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲・

内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲

宮
・
内
線
１
２
７
）

　海外渡航中に急病やケガにより現地の
医療機関で診療を受けた場合、海外療養
費を申請することができます。
支給対象　日本国内で診療を受けた場合
に健康保険の適用が受けられる治療
※初めから治療目的で海外へ渡航した場
合は支給対象外となります。 
支給金額　日本国内の医療機関で同じ診
療を受けた場合を基準に計算した額と現
地で支払った実費額とを比べて安い金額
の一部負担金を除いた額を支給します。
申請に必要なもの

・保険証
・診療内容明細書（日本語訳付）
・領収明細書（日本語訳付）
・現地で支払った領収書（原本）
・渡航期間がわかるパスポート
・世帯主の口座情報が分かるもの
申請場所　国民健康保険課または各総合
支所市民課
問合せ　国民健康保険課給付係
　　　　（内線3446）

被
保
険
者
証
・
受
給
者
証

被
保
険
者
証
・
受
給
者
証
な
ど
の

更
新
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た

限
度
額
適
用
認
定
証

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

国民健康保険の海外療養費が
申請できます
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案

な
ど
を
広
く
聴
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
市
政
へ
の
反
映
に
努
め
る
た

め
平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
「
市
長
へ
の
提
言
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
健
康
医
療
、
福
祉
な
ど
、
市
政
の
運
営
に
関
し
て
、
３
８
３
件
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
平
成
25
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
市
長
へ
の

提
言
」
内
容
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
「
市
長
へ
の
提
言
」
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
広
報
広
聴
係
（
内
線
５
９
１
１
）

【
提
言
１
】

風
し
ん
の
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

　
昨
今
、
風
し
ん
が
流
行
っ
て
い
て
、
多
く

の
自
治
体
が
予
防
接
種
の
助
成
を
始
め
て
い

ま
す
。
久
喜
市
で
も
風
し
ん
の
予
防
接
種
の

助
成
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
平
成
25
年
５
月
受
け
付
け
）

に
つ
い
て
は
、
感
染
の
拡
大
防
止
や
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る
た
め
、
平
成
25

年
６
月
10
日
か
ら
助
成
金
の
申
請
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
。

　
助
成
金
の
対
象
者
は
、
妊
娠
を
予
定
ま
た

は
希
望
し
て
い
る
19
歳
以
上
49
歳
以
下
の
女

性
、
ま
た
は
妊
娠
を
し
て
い
る
女
性
の
配
偶

者
（
内
縁
を
含
む
）
の
方
で
、
助
成
額
は
、

風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん

の
混
合
ワ
ク
チ
ン
ど
ち
ら
も
一
律
３
０
０
０

円
で
す
。

※
市
で
は
、
引
き
続
き
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
希

望
す
る
方
に
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

（
助
成
金
３
０
０
０
円
、
１
回
限
り
）
し

て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
、
埼
玉
県
風

【
回
答
要
旨
】

　
埼
玉
県
内
に
お
い
て
も
、
風
し
ん
に
感
染

す
る
方
が
、
昨
年
（
平
成
24
年
）
の
同
時
期

に
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
風
し
ん
は
、
主
に
子
ど
も
が
か
か
る
病
気

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
人
の
方
が
か
か

る
と
症
状
が
重
く
、
ま
れ
に
重
篤
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
抗
体
を
持
た
な
い
妊
娠
初
期
の
妊

婦
の
方
が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
心
疾
患
や
難
聴

な
ど
の
障
が
い
を
お
こ
す
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
助
成

【
提
言
2
】

Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
東
口
の
改
善
に
つ
い
て

　
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
地
下
道

を
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
６
月
受
け
付
け
）

【
回
答
要
旨
】

　
現
在
、
「
東
鷲
宮
駅
東
西
連
絡
地
下
道
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
実
施
設
計
業
務
委
託
」
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
下
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
地
下
道
の
東
口
・
西
口
側
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
西
口
側
の
斜し

ゃ
路ろ

付
き
階
段
の
勾
配
を
緩

く
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
設
計
業
務
が
完
了
し
た
後
、
平
成

26
年
度
以
降
、
こ
れ
ら
の
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
地
下
道
を
利
用
し
な
が
ら
の
工

事
と
な
る
た
め
、
地
下
道
利
用
者
の
安
全
に

配
慮
し
た
作
業
が
必
要
と
な
る
こ
と
や
、
鉄

道
敷
地
と
隣
接
し
た
工
事
と
な
る
た
め
、
鉄

道
施
設
へ
の
影
響
や
安
全
確
保
の
た
め
に
鉄

道
事
業
者
と
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
２
か
年
程
度
の
工
事
期
間
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
地
下
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
は
、
ま
だ

期
間
が
必
要
で
す
が
、
東
鷲
宮
駅
東
口
側
に

お
住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
を
は
じ
め
、
東
鷲

宮
駅
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
、
地
下

道
を
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
東

鷲
宮
駅
周
辺
整
備
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
を
コ
ン
ビ
ニ

で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
久
喜
市
も
市
民
の
利

便
性
を
優
先
し
て
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
８
月
受
け
付
け
）

【
回
答
要
旨
】

　

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
、
平
成
25
年
７
月
16
日
現

在
、
全
国
で
70
団
体
あ
り
ま
す
。
（
埼
玉
県

内
は
４
団
体
で
す
。
）

　
本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
導
入
し
て
い
る

自
動
交
付
機
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
す
で
に
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
に
つ
い
て
、
調
査
、
研

究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
提
言
3
】

コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
書
類
の
発
行
に
つ
い
て

【
提
言
4
】

南
栗
橋
の
液
状
化
対
策
に
つ
い
て

　
土
木
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
併
せ
て
、歴
史
、

地
理
の
知
識
を
取
り
入
れ
た
対
策
の
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
平
成
25
年
10
月
受
け
付
け
）

【
回
答
要
旨
】

　
南
栗
橋
地
区
に
お
け
る
液
状
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
土
木
や
建
築
等
が
専
門
の
大
学
教

授
ら
で
構
成
す
る
久
喜
市
液
状
化
対
策
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
討
に
お
い
て
は
、
地
質
調
査
に
よ

る
地
盤
状
況
の
確
認
を
は
じ
め
、
地
下
水
位

の
状
況
調
査
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
地
盤
の
特
徴
の
把
握
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
液
状
化
対
策
検

し
ん
抗
体
検
査
事
業
の
結
果
、
予
防
接
種

を
勧
め
ら
れ
た
方
も
助
成
対
象
と
な
り
ま

す
。

「
市
長
へ
の
提
言
」
内
容
を
紹
介
し
ま
す

〜
平
成
25
年
度
は
、
３
８
３
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
〜
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久喜
地区

市役所、久喜総合文化会館、中央・東・西
公民館、ふれあいセンター久喜、中央図書
館、中央保健センター、総合第１体育館、
高齢者福祉センター、ＪＲ久喜駅、東武鉄
道久喜駅

菖蒲
地区

菖蒲総合支所、菖蒲文化会館（アミーゴ）、
しょうぶ会館、森下公民館、菖蒲温水プー
ル（アクレ）、菖蒲老人福祉センター

栗橋
地区

栗橋総合支所、栗橋コミュニティセンター
（くぷる）、栗橋公民館、栗橋文化会館
（イリス）、栗橋駅自由通路、東武鉄道南
栗橋駅

鷲宮
地区

鷲宮総合支所、鷲宮東・西コミュニティセ
ンター（さくら）・（おおとり）、鷲宮図
書館、鷲宮保健センター、鷲宮公民館、鷲
宮福祉センター、鷲宮温水プール、ＪＲ東
鷲宮駅、東武鉄道鷲宮駅

健
康
・
医
療

環　

境

教
育
・
文
化

道
路
・
交
通

生
活
基
盤
整
備

福　

祉

産
業
・
労
働

そ

の

他

合

計
手紙 7 10 10 14 13 8 4 55 121
Eメール 9 24 12 10 7 6 1 28 97
FAX 0 1 0 0 0 0 0 2 3
合計 16 35 22 24 20 14 5 85 221

地下水位低下工法

防災行政無線

討
委
員
の
中
に
は
、
旧
来
の
地
盤
の
状
況
と

な
る
「
地
歴
」
か
ら
液
状
化
被
害
を
調
査
し

て
い
る
専
門
家
も
い
ま
す
の
で
、
こ
の
地
歴

と
液
状
化
被
害
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
詳
し

く
調
査
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
栗
橋
町
史
お

よ
び
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
地
図
に
よ
り
、

当
該
地
区
の
一
部
の
地
域
で
は
、
明
治
以
前

に
沼
地
で
あ
り
、
明
治
期
以
降
は
ヨ
シ
（
水

際
に
生
え
る
植
物
）
が
生
息
し
て
い
た
こ
と

な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
今
ま
で
に
さ
ま
ざ

ま
な
特
徴
を
把
握
し
、
こ
の
特
徴
に
あ
っ
た

液
状
化
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
液
状
化
対
策
と
し
て
地
下
水

位
低
下
工
法
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
、
工
法
の
有
効
性
な
ど
を
実

証
実
験
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
実
証
実
験

結
果
を
踏
ま
え
、
南
栗
橋
地
区
の
特
徴
に

あ
っ
た
工
法
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
実
証
実
験
は
平
成
25
年
度
中
に
終
了
し
、

平
成
26
年
５
月
１
日
に
開
催
し
た
久
喜
市

液
状
化
対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
南

栗
橋
地
区
の
液
状
化
対
策
と
し
て
「
地
下

水
位
低
下
工
法
」
が
有
効
で
あ
る
と
の
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
提
言
5
】

　

防
災
行
政
無
線
を
通
じ
た
「
行
方
不
明
者

の
お
尋
ね
」
の
放
送
に
つ
い
て

　
行
方
不
明
者
の
お
尋
ね
の
放
送
は
、久
喜
、

菖
蒲
、
栗
橋
、
鷲
宮
地
区
ご
と
に
、
限
定
し

て
放
送
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
平
成
25
年
11
月
受
け
付
け
）

【
回
答
要
旨
】

　
行
方
不
明
者
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
人
命
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
久
喜
警

察
署
お
よ
び
幸
手
警
察
署
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

　
行
方
不
明
者
の
お
尋
ね
は
、
そ
の
内
容
か

ら
、
地
区
ご
と
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
し
、
情
報
提
供
な
ど

の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
久
喜
警
察
署
お
よ

び
幸
手
警
察
署
か
ら
は
、
行
方
不
明
者
が
市

外
で
発
見
さ
れ
る
事
例
も
あ
り
、
出
来
る
だ

け
広
範
囲
に
放
送
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
く
行

方
不
明
者
の
安
否
が
確
認
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「市長への提言」内容別内訳（平成25年度）

※数値は、手紙、ＥメールおよびＦＡＸのいずれかの方法により、ご意
見をいただいた合計383件の市長への提言のうち、匿名等の「受理の
み」を除いた数です。

市政に関するご意見・ご提案
をお寄せください。

Ｅメール　市ホームページのトップページ「市長への
提言」にあるＥメール送信フォームより送ってくださ
い。
ＦＡＸ　24－0202
※決まった用紙、様式はありません。住所・氏名・電
話番号を明記してください。

　市長への提言は、市内の公共施設等に備えている
「手紙」専用用紙（料金受取人払い）や、市ホーム
ページ上に設置している「Ｅメール」のほか、「ＦＡ
Ｘ」により受け付けています。
　寄せられたご意見は、市長本人が全て拝見し、返答
する場合は、市長直筆の署名が入った回答書をお送り
しています。
※市政に関係のない内容、個人・団体を誹

ひ

謗
ぼう

中傷する
ような内容のご意見などはご遠慮ください。
手紙　下記の公共施設などに専用の封筒（料金受取人
払い）と用紙を設置しています。

●「市長への提言」内容を紹介します●
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近
年
、
集
中
豪
雨
や
竜
巻
に
よ

る
風
水
害
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

の
大
規
模
地
震
な
ど
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
自

然
災
害
で
は
、
特
に
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
方
々
の
被
災
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
「
要

援
護
者
」
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
災
害

発
生
時
な
ど
へ
の
要
援
護
者
見
守

り
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
近
隣
住
民
、
区
長
、
自
治
会
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
主
防

災
組
織
の
方
々
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
「
地
域
で
の
見
守
り
体
制
」
を

つ
く
る
取
り
組
み
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
要
援
護
者

を
支
え
る
支
援
者
と
な
っ
て
い
た

だ
き
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は

安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
平
常
時
に
お
い
て
は
、

声
掛
け
運
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地

域
ぐ
る
み
の
見
守
り
支
援
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
対
象
者

①
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

●
ひ
と
り
暮
ら
し

●
高
齢
者
の
み
の
世
帯

●
日
中
・
夜
間
独
居
世
帯

●
要
介
護
３
以
上
（
要
介
護
３
〜

５
の
方
）

②
障
が
い
の
あ
る
方 

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級

●
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ

●
精
神
障
害
者
手
帳
1
級

●
難
病
患
者

●
障
害
支
援
区
分
３
以
上
（
障
害

支
援
区
分
３
〜
６
の
方
）

③
状
況
に
よ
っ
て
手
助
け
が
必
要

と
な
る
方

●
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
児
童
、
外

国
人
な
ど 

④
そ
の
他
援
護
を
必
要
と
す
る
方

◆
申
請
方
法

　
申
請
書
（
社
会
福
祉
課
、
各
総

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
善
意
と
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立

合
支
所
福
祉
課
で
配
布
。市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
の
受
け
付
け
は
、
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
で

の
申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
申
請
書
記
入
上
の
注
意

　
要
援
護
者
と
な
る
方
は
、
地
域

の
支
援
者
や
関
係
機
関
に
対
し
、

要
援
護
者
本
人
の
個
人
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
の
同
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
申
請
書
に
記
載
し
た
個
人

情
報
を
関
係
機
関
に
開
示
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
緊
急
連
絡
先
お
よ

び
支
援
者
に
な
る
方
か
ら
、
あ
ら

か
じ
め
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
支
援
者
の
欄
に
は
、
近
所
の
方

や
日
ご
ろ
か
ら
交
流
の
あ
る
方

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
あ
ら
か
じ
め
支
援
者
と

　
し
て
登
録
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

　
そ
の
方
に
同
意
を
得
て
く
だ
さ

い
。

つ
も
の
で
す
。
災
害
発
生
時
に
支

援
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
要
援
護
者
の
近
所
に
お

住
ま
い
の
方
は
、
支
援
者
に
な
っ

て
い
た
だ
く
な
ど
「
要
援
護
者
見

守
り
支
援
事
業
」
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
に
は
一
人
で
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
を
介
護
し
た
り
、

子
育
て
に
悩
ん
だ
り
、
生
活
に

困
っ
て
い
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
の
方
が
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
と
き
に
、気
付
き
、手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

も「
人
」で
あ
り
、「
地
域
の
力
」で

す
。孤
独
死
に
至
る
前
に
、ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
に
気
づ
き
、
声
を
か

け
た
り
、
相
談
先
や
支
援
機
関
に

伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
「
命
」
を

救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
地
域
の
気
付
き
を
市
な
ど
の
相

談
窓
口
に
つ
な
ぎ
、
救
え
る「
命
」

を
と
も
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
に
配
慮
を
要
す
る
方
々
の
名

簿
（
台
帳
）
を
作
成
す
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
人
か
ら
同
意
を
得
て

名
簿
に
掲
載
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
警
察
、
消
防
、
民
生
委
員・

児
童
委
員
と
い
っ
た
関
係
者
に
あ

ら
か
じ
め
情
報
提
供
す
る
こ
と
や

名
簿
の
作
成
に
際
し
、
必
要
な
個

人
情
報
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
法

律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
区
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

自
主
防
災
組
織
の
方
が
訪
問
し
、

支
援
内
容
や
支
援
者
等
の
未
記
入

部
分
、
変
更
等
の
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
災
害
対
策
基
本
法
」
が
改
正

さ
れ
、
全
て
の
自
治
体
で
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
災
害
発
生
時
に

問
合
せ
・
提
出
先　
社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
係
（
内
線
３
２
２
１
）

／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
１
０
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３

７
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
１
）

◆
支
援
者
と
は

　
災
害
発
生
時
ま
た
は
災
害
の
発

生
が
予
測
さ
れ
る
と
き
に
安
否
の

確
認
や
避
難
の
手
助
け
を
行
う
な

ど
、
要
援
護
者
の
支
援
を
行
っ
て

い
た
だ
く
方
で
す
。

※
避
難
誘
導
等
に
関
し
て
責
任
や

義
務
を
負
う
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

要
援
護
者
見
守
り
支
援
事
業
に
ご
協
力
を

〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

要
援
護
者

見
守
り
支
援
事
業
と
は

既
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ん
へ

登
録
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

孤
独
死
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

名
簿
（
台
帳
）
の
作
成
が

法
律
上
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
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◆
高
齢
の
方
の
相
談
窓
口 

【
家
族
の
介
護
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
で
の
不
安
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
の
問
題
な
ど
の
相
談
】

●
市
役
所
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福

　
祉
係
（
内
線
３
２
６
１
）、保
険

　
料・給
付
係（
内
線
３
２
６
５
）、

　
介
護
認
定
係（
内
線
３
２
６
８
）、

　
地
域
包
括
支
援
係（
内
線
３
２
７

　
１
）／
各
総
合
支
所
福
祉
課（
菖

　
蒲・内
線
１
０
７
／
栗
橋・内
線

　
２
３
１
／
鷲
宮・内
線
１
７
２
）

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市

内
５
か
所
）

①
久
喜
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
介
護
福
祉
課
内

／
内
線
３
２
７
１
）

②
久
喜
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
久
喜
市
社
会
福
祉
協
議

会
内
／
☎
23
・
８
８
４
５
）

③
菖
蒲
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
菖
蒲
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

／
☎
85
・
８
１
３
１
）

④
栗
橋
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栗
橋
総
合
支
所
福
祉
課
内

　
／
内
線
２
３
２
）

⑤
鷲
宮
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
鷲
宮
総
合
支
所
福
祉
課
内

の
相
談
】

●
市
役
所
障
が
い
者
福
祉
課
障
が

　
い
者
福
祉
係（
内
線
３
２
４
１
）、

　
自
立
支
援
係（
内
線
３
２
４
６
）

　
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

　
蒲
・
内
線
１
０
６
／
栗
橋
・
内

　
線
２
３
６
／
鷲
宮
・
内
線
１
６

　
１
）

【
主
に
身
体
障
が
い
の
あ
る
方
に

関
す
る
相
談
】

●
埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
き
ら
ら
（
☎
26
・
９
７
５

　
３
／

24
・
３
５
７
７
）

【
主
に
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
に

関
す
る
相
談
】

●
埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
き
ら
ら
（
☎
26
・
４
８
６

　
６
／

26
・
４
８
７
０
）

●
埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
た
い
よ
う
（
☎
48
・
７
７

　
３
１
／

48
・
７
７
３
２
）

【
主
に
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
に

関
す
る
相
談
】

●
埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ベ
ル
ベ
ー
ル
（
☎
25
・
２

　
７
５
５
／

29
・
３
８
８
５
）

●
埼
葛
北
障
が
い
者
生
活
支
援
セ

　
ン
タ
ー
ふ
れ
ん
だ
む
（
☎
36
・

　
２
６
０
０
／

36・２
６
０
１
）

◆
子
育
て
と
女
性
の
相
談
窓
口

【
子
育
て
全
般
や
児
童
へ
の
虐
待

の
問
題
な
ど
の
相
談
】

●
市
役
所
子
育
て
支
援
課
子
育
て

　
支
援
係
（
内
線
３
２
８
１
）
／

　
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

　
内
線
１
４
５
／
栗
橋
・
内
線
２

　
３
９
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
６
）

【
女
性
の
人
権
問
題
な
ど
に
関
す

る
相
談
】

●
市
役
所
人
権
推
進
課
人
権
推
進

　
係
（
内
線
２
３
２
３
）、男
女
共

　
同
参
画
係
（
内
線
２
３
２
２
）

　
／
各
総
合
支
所
総
務
管
理
課

　
（
菖
蒲
・
内
線
２
１
５
／
栗
橋・

　
内
線
３
２
２
／
鷲
宮
・
内
線
３

　
１
８
）

困
っ
て
い
る
な
ど
の
相
談
】

●
市
役
所
社
会
福
祉
課
生
活
保
護

　
第
１
係
（
内
線
３
２
２
５
）
、

　
生
活
保
護
第
２
係（
内
線
３
２
３

　
０
）／
各
総
合
支
所
福
祉
課（
菖

　
蒲
・
内
線
１
０
６
／
栗
橋
・
内

　
線
２
３
６
／
鷲
宮
・
内
線
１
６

　
１
）

◆
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

【
福
祉
に
関
す
る
相
談
】

●
福
祉
な
ん
で
も
相
談
（
☎
・

 
24
・
０
７
０
０
）

●
久
喜
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
23
・
２
５
２
６
／

24
・

　
１
７
６
１
）

※
第
４
土
曜
日
と
年
末
年
始
は
相

談
で
き
ま
せ
ん
。

●
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
菖
蒲
・

　
☎
85
・
８
１
３
１
／

85
・
８

　
８
０
８
／
栗
橋
・
☎
52
・
７
８

　
３
５
／

52
・
７
８
０
４
／
鷲

　
宮
・
☎
58
・
９
１
３
１
／

　
58
・
７
２
０
０
）

※
相
談
は
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
に
限
り
ま
す
。

◆
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、

障
が
い
者
の
虐
待
の
問
題
な
ど

◆
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

【
病
気
や
失
業
な
ど
で
生
活
が

で
き
な
い
、
経
済
的
に
生
活
に

民間事業者による見守り支援
　市では平常時の見守り支援の充実を図るため、定期的に各
家庭を訪問する事業者の皆さんと「要援護者見守り支援に関
する協定書・覚書」を締結し、事業者の方々と連携した見守
り支援のネットワーク化に努めています。

◆要援護者見守り支援に関する協力事業者

水道　㈱日本ウォーターテックス
電気　東京電力㈱春日部支社
ガス　新日本ガス㈱、東彩ガス㈱、鷲宮ガス㈱、一般社団法
人埼玉県ＬＰガス協会南埼支部加盟店〔㈲平澤商店、㈲学校
裏、道

さ

祖
い

土
ど

商店、㈲伊藤商店、加
か

登
ど

屋
や

商店、㈱山中五郎商
店、㈱イケダ、㈲池

いけ

田
だ

油
あぶら

店
てん

、㈲飯島ガス〕、一般社団法人埼
玉県ＬＰガス協会北東武支部栗橋地区、南彩農業協同組合、
埼玉みずほ農業協同組合
郵便　日本郵便㈱久喜郵便局・栗橋郵便局
新聞販売店　ＹＣ久喜・久喜東・菖蒲・栗橋北部・栗橋南部・
鷲宮・東鷲宮、ＡＳＡ久喜・栗橋・鷲宮、毎日新聞久喜東部
販売所・久喜西部販売所、同鷲宮販売所
宅配事業者　生活協同組合コープみらい、かぞヤクルト販売
㈱、名糖牛乳出

い で い

井販売店、雪印牛乳新町販売店、㈱樹
き

来
らく

サン
ミルクサービス久喜店、原牛乳店、森永牛乳菖蒲販売所、森
永久喜ミルクセンター、片岡牛乳店、㈲わかばみるくショッ
プわかば鷲宮宅配センター
金融機関　㈱埼玉りそな銀行久喜支店・菖蒲支店・栗橋支
店・鷲宮支店、㈱みずほ銀行久喜支店、㈱武蔵野銀行久喜支
店、㈱栃木銀行久喜支店、埼玉縣信用金庫久喜支店、川口信
用金庫久喜支店・栗橋支店・鷲宮支店
保険　明治安田生命保険相互会社さいたま支社
問合せ・提出先　社会福祉課社会福祉係（内線3221）／各総
合支所福祉課（菖蒲・内線106／栗橋・内線237／鷲宮・内線
161）

　
／
内
線
１
７
０
）

●要援護者見守り支援事業にご協力を●

相
談
窓
口
を

紹
介
し
ま
す
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日　付 移動先 移動する課名

７月７日㈪
１階から１階北側へ 市民課（総合窓口）・健康医療課
２階から１階北側へ 国民健康保険課

７月14日㈪
１階から２階南側へ 資産税課
１階相談室側へ一部移動 出納室

　
市
で
は
、
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
か
ら
の
、
市
や
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
に
対
す
る
苦
情
に
対

し
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
迅
速

に
対
処
す
る
た
め
「
久
喜
市
福
祉

オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
が
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
か
ら
の
苦
情

申
し
立
て
を
受
け
、
調
査
に
よ
り

必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
、
市
ま

た
は
事
業
者
に
対
し
、
意
見
表
明

や
是
正
勧
告
・
制
度
の
改
善
に
つ

い
て
提
言
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
権
利
を
守
り
、よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

●
申
し
立
て
の
で
き
る
方

　
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
本
人
ま
た
は
利
用
申
請
し

た
の
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な

か
っ
た
本
人
、
本
人
の
配
偶
者
、

三
親
等
内
の
親
族
、
本
人
の
成
年

後
見
人
ま
た
は
未
成
年
後
見
人
、

本
人
と
同
居
し
て
い
る
方
で
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
相
談
を
受
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
身
体
障
害
者
相
談
員
、

知
的
障
害
者
相
談
員
等
の
方
な
ど

も
申
し
立
て
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
苦
情

　
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
個
人
が
被
害
を
被
っ
た
事
項
、

あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
受
給
の
権
利

が
侵
害
さ
れ
た
事
項
で
、
個
人
を

対
象
と
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
ら
な
い
苦
情

①
判
決
等
で
確
定
し
て
い
る
も
の 

②
裁
判
等
で
係
争
中
の
も
の

③
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
り
不
服

　
申
し
立
て
を
行
っ
て
い
る
も
の
、

　
お
よ
び
既
に
確
定
し
て
い
る
も
の

④
議
会
に
関
す
る
も
の 

⑤
職
員
の
自
己
の
勤
務
条
件
、
身

　
分
等
に
関
す
る
も
の 

⑥
こ
の
制
度
で
す
で
に
苦
情
処
理

　
が
終
わ
っ
て
い
る
も
の

⑦
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の

　
行
為
に
関
す
る
も
の 

⑧
施
設
建
設
な
ど
の
要
望
、
本
人

　
の
サ
ー
ビ
ス
適
用
に
結
び
つ
か

　
な
い
制
度
の
改
善
な
ど
の
要
望

⑨
苦
情
の
原
因
と
な
る
事
実
の

あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
１
年
を
経
過
し
た
も
の 

●
申
し
立
て
方
法

　
「
苦
情
申
立
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
社
会
福
祉
課
社
会

福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

申
立
先
・
問
合
せ　
社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
係
（
内
線
３
２
２
１
）

平
成
25
年
度

申
し
立
て
状
況
と
対
応

件
数　
１
件

内
容　
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

入
所
者
が
外
出
後
、
行
方
不
明

と
な
り
、
死
亡
す
る
に
至
っ
た

件
に
つ
い
て
、
施
設
側
の
以
下

の
対
応
に
問
題
と
思
わ
れ
る
点

が
あ
っ
た
。

①
外
出
時
の
対
応

②
外
出
者
の
服
装
の
把
握

③
知
人
か
ら
の
電
話
等
の
対
応

④
捜
索
願
の
施
設
側
の
対
応

⑤
施
設
職
員
の
発
言

⑥
利
用
料
の
残
金
請
求

対
応　
申
立
人
、
事
業
者
の
双
方

か
ら
話
を
伺
い
、
事
業
者
に
「
貴

重
な
意
見
、
家
族
の
心
情
を
糧
と

し
て
、
施
設
側
は
外
出
、
外
泊
時

の
取
り
扱
い
、
緊
急
時
の
対
応
等

職
員
研
修
な
ど
を
行
い
、
よ
り
良

い
施
設
運
営
を
し
て
ほ
し
い
」
旨

を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
問

題
と
な
っ
た
対
応
に
つ
い
て
、
改

善
案
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
本
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
７
月
７
日
㈪
お
よ
び
７
月
14
日
㈪

か
ら
、
本
庁
舎
内
の
課
が
移
動
し
ま
す
。
今
回
の
移
動
は
、
10
月
ご
ろ

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
同
様
の
移
動
を
行
う
予
定
で

す
が
、
そ
の
都
度
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　
管
財
課
管
財
係
（
内
線
２
４
４
１
）

〜
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ
〜

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

本
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、

各
課
の
配
置
が
変
わ
り
ま
す
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榎本　英明さん柿沼　光夫さん

矢島　隆さん山田　達雄さん

島﨑　和子さん山田　正一さん小倉　健治さん

採
用
人
数　
消
防
吏
員
（
救
急
救
命
士
を
含

む
）
31
人
（
予
定
／
採
用
人
数
は
、
欠
員
等

に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

採
用
予
定
日　
平
成
27
年
４
月
１
日

受
験
資
格　
上
級
…
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
平

成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
／
中
級
…
短
期
大
学

（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
専
門
学
校
を
含
む
）

を
卒
業
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
で
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
／
初

級
…
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
で
平
成
５
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
、
地
方
公
務
員

法
第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当

す
る
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

第
１
次
試
験
日
時
・
会
場　

９
月
21
日
㈰

鷲
宮
総
合
支
所
４
階
会
議
室

受
付
期
間　
７
月
15
日
㈫
〜
８
月
５
日
㈫

17
時　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
受
験
申
込
書
（
消
防

局
総
務
課
ま
た
は
各
消
防
署
等
で
配
布
）
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、持
参
ま
た
は
郵
送
で
、

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消
防
局
総
務
課
職
員
係

（
〒
３
４
６

－

０
０
２
１　
久
喜
市
上
早
見

３
９
６
／
☎
21
・
２
７
１
１
／
土・日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
へ

　
久
喜
市
議
会
平
成
26
年
第
１
回
臨
時
会
で
、

教
育
委
員
会
委
員
に
、
榎え

の

本も
と

英ひ
で

明あ
き

さ
ん
が
再

任
さ
れ
、
柿か

き

沼ぬ
ま

光み
つ

夫お

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
定
例
教
育
委
員
会
で
、

榎
本
英
明
さ
ん
が
委
員
長
職
務
代
理
者
に
再

任
さ
れ
、
柿
沼
光
夫
さ
ん
が
教
育
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
久
喜
市
議
会
平
成
26
年
第
１
回
臨
時
会
で
、

識
見
の
監
査
委
員
に
矢や

島じ
ま

隆た
か
し

さ
ん
が
再
任
さ

れ
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
山や

ま

田だ

達た
つ

雄お

さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
久
喜
市
議
会
平
成
26
年
第
１
回
臨
時
会
で
、

公
平
委
員
会
委
員
に
、
島し

ま

﨑ざ
き

和と
も

子こ

さ
ん
、
山や

ま

田だ

正し
ょ
う

一い
ち

さ
ん
が
再
任
さ
れ
、
小お

倉ぐ
ら

健け
ん

治じ

さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

開
設
期
間　
７
月
19
日
㈯
〜
８
月
24
日
㈰

利
用
時
間　
９
時
〜
17
時

入
場
料　
一
般
５
０
０
円
／
小
・
中
学
生
２

０
０
円

※
ロ
ッ
カ
ー
利
用
料
１
０
０
円

注
意
事
項　
暴
力
団
関
係
者
、
入
れ
墨
、
タ

ト
ゥ
ー
（
シ
ー
ル
を
含
む
）
を
し
た
方
の
入

場
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
場
後
に
判
明
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
退
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
お
断
り
、
退
場
に
伴
う
一
切
の
補

償
、
返
金
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
天
候
不
良
等
に
よ
る
当
日
の
プ
ー
ル
利
用

　
の
可
・
不
可
に
つ
い
て
は
、
総
合
体
育
館

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://park.geocities.

　

jp/kukishisougoutaiikukan/

）を
ご
覧

　
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
総
合
第
１
体
育
館

　
　
　
　
☎
21
・
３
６
１
１

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

教
育
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

監
査
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

公
平
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

7/19
（土）

久
喜
市
民
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ
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内
容　
農
業
振
興
に
関
す
る
必
要

な
事
項
の
審
議

募
集
人
数　
６
人

委
員
構
成　
公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
20
人
）

会
議
開
催
の
予
定　
年
４
回
程
度

応
募
方
法
・
問
合
せ　
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
簡
単
な

自
己
紹
介
と
応
募
動
機
（
４
０
０

字
程
度
）
を
明
記
の
上
、
持
参
ま

た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　
所
在

地
記
入
不
要
／
内
線
２
８
６
３
／

22
・
９
３
６
４
／
Ｅ
メ
ー
ル

nogyoshinko@city.kuki.lg.
jp

）
へ

内
容　
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落

排
水
事
業
の
管
理
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
の
審
議

募
集
人
数　
５
人

委
員
構
成　
公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
、
下
水
道
使
用
者
、

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
者

（
計
15
人
以
内
）

会
議
開
催
の
予
定　
年
２
回
程
度

応
募
方
法
・
問
合
せ　
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
以

内
）
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

下
水
道
業
務
課
管
理
・
計
画
係

（
鷲
宮
総
合
支
所
内
／
〒
３
４
０

－

０
２
９
５　
所
在
地
記
入
不
要

／
内
線
２
７
１
／

59
・
７
０
０

８
／
Ｅ
メ
ー
ルgesui-gyom

u@
city.kuki.lg.jp

）
へ

【
①
・
②
共
通
】

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※
既
に
五
つ
以
上
の
審
議
会
、
委

　
員
会
な
ど
の
委
員
を
兼
任
さ
れ

　
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

委
員
の
任
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年

報
酬　
日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　
７
月
25
日
㈮　
消
印

有
効

選
考
お
よ
び
結
果　
公
募
選
考
委

員
会
に
お
い
て
選
考
し
ま
す
。
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

〜
み
ん
な
で
省
エ
ネ
〜

　
家
庭
や
事
業
所
な
ど
、
地
域
全

体
で
節
電
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
電
気
使
用
量
の
多
い
時
間

帯
（
９
時
〜
20
時
）
の
節
電
は
効

果
的
で
す
。

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
と
は
、
２
０
２

　
０
年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
１
９
９
０
年
比
で
25

 
％
削
減
す
る
取
り
組
み
で
す
。

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ

•

エ
ア
コ
ン
、
照
明
、
テ
レ
ビ
な

　
ど
使
わ
な
い
場
合
は
、
こ
ま
め

　
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

②
待
機
電
力
を
削
減

•

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜

く
、
ス
イ
ッ
チ
付
き
タ
ッ
プ
を

使
う
な
ど
待
機
電
力
を
削
減
し

ま
し
ょ
う
。

③
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
無
理

　

の
な
い
範
囲
で
控
え
め
に

•

冷
房
時
の
室
温
は
28
度
を
目
安

に
し
ま
し
ょ
う
。

④
エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併
用

•

エ
ア
コ
ン
と
扇
風
機
を
併
用
す

る
と
冷
房
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

⑤
冷
蔵
庫
で
節
電

•

設
定
温
度
は
「
強
」
か
ら
「
中
」

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

•

冷
蔵
庫
を
開
け
る
時
間
を
短
く
、

　
開
閉
回
数
は
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
照
明
で
節
電

•

照
明
器
具
の
掃
除
や
省
エ
ネ
型

の
照
明
器
具
へ
の
買
い
替
え
を

し
ま
し
ょ
う
。　

⑦
台
所
で
節
電

•

ご
飯
は
炊
飯
器
で
の
保
温
よ
り

　
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
ま
し
ょ
う
。

•

電
気
ポ
ッ
ト
は
使
用
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

⑧
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
節
電

•

ゴ
ー
ヤ
、
朝
顔
等
の
つ
る
性
植

物
で
自
然
の
カ
ー
テ
ン
を
作
る

こ
と
に
よ
り
、
夏
の
強
い
日
差

し
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑨
執
務
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー

　

上
着
の
軽
装
で

•

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
の

軽
装
で
執
務
す
る
こ
と
で
、
エ

ア
コ
ン
の
稼
動
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑩
一
家
だ
ん
ら
ん
で
仲
良
く
節
電

•

食
事
や
だ
ん
ら
ん
の
時
な
ど

は
、
家
族
み
ん
な
で
一
つ
の
部

屋
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
環
境
課
環
境
企
画
係

　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
４
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
年
も
節
電
に

今
年
も
節
電
に

ご
協
力
を

ご
協
力
を

　
市
内
小
・
中
学
校
ま
た
は
幼
稚

園
に
勤
務
す
る
業
務
員
の
登
録
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
、
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し

ま
す
。

勤
務
内
容　
校
内
環
境
美
化
業
務

全
般

勤
務
地　
市
内
小
・
中
学
校
ま
た

は
幼
稚
園

勤
務
時
間　
７
時
30
分
か
ら
15

時
ま
で
の
う
ち
の
連
続
す
る
５

時
間

※
週
２
、
３
回
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

　
ン
勤
務

採
用
時
期　
10
月

賃
金　
時
給
８
１
０
円

申
込
期
限　
８
月
１
日
㈮　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
市
指
定
の

臨
時
職
員
登
録
申
込
書
（
学
務
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
添
付
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
学
務

課
学
事
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／

〒
３
４
６

－

０
１
９
２　
所
在
地

記
入
不
要
／
内
線
３
３
４
）
へ

募
集
募
集
し
ま
す

し
ま
す

募
集
募
集
し
ま
す

し
ま
す

①
久
喜
市
農
業
振
興
協
議
会

　

委
員

②
久
喜
市
下
水
道
・

　

農
業
集
落
排
水
事
業

　

運
営
審
議
会
委
員

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
業
務
員
（
臨
時
職
員
）

登
録
希
望
者
募
集
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免除の対象となる所得（前年）の目安

世帯員数
全額
免除

一部免除

3/4
免除

半額
免除

1/4
免除

4人世帯
（夫婦・子2
人）

162
万円

230
万円

282
万円

335
万円

2人世帯
(夫婦のみ)

92
万円

142
万円

195
万円

247
万円

単身世帯
57
万円

93
万円

141
万円

189
万円

　
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
は
、
基
本
料
金
と
人
数
割
料
金

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
人
数

が
、
変
更
（
転
入
、
転
出
、
出
生
、

死
亡
等
）
に
な
っ
た
場
合
は
、
使

用
料
が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

下
水
道
業
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
使
用
料
は
、
連
絡
を
受
け
た
翌

月
の
使
用
分
か
ら
変
更
（
増
額
ま

た
は
減
額
）
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
下
水
道
業
務
課
管
理
・

計
画
係
（
鷲
宮
総
合
支
所
内
／

内
線
２
７
４
）

　
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
生
活
の
実

態
を
家
計
の
面
か
ら
総
合
的
に
把

握
す
る
統
計
調
査
と
し
て
５
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
の
福

祉
行
政
、
消
費
者
行
政
な
ど
地
域

社
会
の
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺

い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　
企
画
政
策
課
統
計
係

　
　
　
　
（
内
線
２
２
８
５
）

　
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
対
象
の
方
に

臨
時
福
祉
給
付
金
ま
た
は
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
６
月
下
旬
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
封
筒
の
色
は
臨
時
福
祉
給
付

金
は
緑
色
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
は
ピ
ン
ク
色
で
す
。

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

の
対
象
と
な
る
公
務
員
の
方

　
公
務
員
の
方
に
は
、
申
請
書
の

郵
送
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
勤
務
先

か
ら
の
案
内
を
も
と
に
、
次
の
書

類
を
添
え
て
、
期
間
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類　
①
申
請
書　
②
児
童

手
当
（
特
例
給
付
）
受
給
状
況
証

明
書
（
勤
務
先
発
行
の
も
の
）

③
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

（
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

写
し
）　
④
本
人
確
認
の
で
き
る

書
類
（
免
許
証
な
ど
の
写
し
）

※
④
の
書
類
は
、
②
の
証
明
書
に

振
込
口
座
の
記
載
が
な
い
場
合

や
記
載
さ
れ
た
振
込
口
座
以
外

の
口
座
に
振
り
込
み
を
希
望
す

る
場
合
に
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
郵
送　
７
月
１
日
㈫

〜
10
月
31
日
㈮　
消
印
有
効
／
窓

口　
７
月
14
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈮

※
申
請
先
は
平
成
26
年
１
月
１
日

時
点
で
住
民
登
録
が
あ
る
市
区

町
村
で
す
。

申
請
・
問
合
せ

臨
時
福
祉
給
付
金
…
社
会
福
祉
課

社
会
福
祉
係
（
内
線
３
２
２
１
）

／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・

内
線
１
０
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３

６
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
１
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
…

子
育
て
支
援
課
医
療
手
当
係
（
内

線
３
２
８
５
）
／
各
総
合
支
所
福

祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
６
／
栗

橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲
宮
・
内
線

１
６
６
）

年
金
コ
ラ
ム

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

●
免
除
制
度

　
第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自

営
業
者
な
ど
）で
所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
方

に
対
し
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は

一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。
免
除
は
、
申
請
を
行

い
、
日
本
年
金
機
構
が
承
認
し
た

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
承
認
さ
れ

る
基
準
は
、
申
請
者
本
人
と
そ
の

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
（
前
年
）

が
、
定
め
ら
れ
た
所
得
額
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
、
印
鑑
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

証
ま
た
は
離
職
票
（
失
業
に
よ
る

特
例
申
請
を
す
る
方
の
み
）
、
所

得
証
明
書
（
平
成
26
年
１
月
２
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
の
み
）

免
除
期
間

　
７
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
６
月

30
日
ま
で
の
免
除
は
、
７
月
１
日

か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
は
、

申
請
時
点
の
2
年
1
か
月
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

※
前
年
に
全
額
免
除
が
承
認
さ
れ

た
方
で
、
引
き
続
き
免
除
を
希

望
す
る
旨
の
届
け
出
を
さ
れ
た

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
の

所
得
が
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

免
除
期
間
の
取
り
扱
い

　
免
除
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
一

部
免
除
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
免

除
後
の
納
付
額
を
納
め
な
い
と
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
納
付
猶
予
制
度

　
30
歳
未
満
で
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
方
に
対
し
、
保

険
料
全
額
の
納
付
を
猶
予
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
６
月

30
日
ま
で
の
納
付
猶
予
は
、
７
月

１
日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
申
請

は
毎
年
必
要
で
す
。

　
詳
し
い
制
度
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　
春
日
部
年
金
事

務
所　
☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７

１
１
２
／
市
民
課
（
総
合
窓
口
）

市
民
係
（
内
線
２
６
６
３
）
／
各

総
合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
２
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５

／
鷲
宮
・
内
線
１
２
６
）

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
を
忘
れ
ず
に
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久
喜
市
久
喜
・
菖
蒲
地
域
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
運
営
協
議
会
で

は
、
環
境
保
全
の
た
め
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
搬
入
す
る
と
き
は
、
泥
等
の
汚

れ
を
落
と
し
、
異
物
、
異
素
材
の

混
入
を
避
け
、
10
㎏
か
ら
15
㎏
く

ら
い
で
つ
づ
ら
折
り
し
、
ほ
ど
け

な
い
よ
う
に
同
じ
素
材
の
ひ
も
で

２
、
３
か
所
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
劣
化
し
た
も
の
、
分
別

さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
汚
れ
が
ひ

ど
い
も
の
は
、
受
け
入
れ
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

搬
入
で
き
る
方　
久
喜
・
菖
蒲
地

区
の
農
業
者
（
法
人
を
除
く
）

搬
入
で
き
る
素
材　
軟
質
系
ポ
リ

エ
チ
レ
ン（
外
張
り
Ｐ
Ｏ
、
Ｐ
Ｏ
、

カ
ー
テ
ン
、マ
ル
チ
、灌
水
チ
ュ
ー

ブ
、
マ
イ
カ
ー
線
、
ポ
リ
ポ
ッ
ト
）

※
硬
質
系
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
塩
化

　
ビ
ニ
ー
ル
は
別
途
収
集
し
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈭　
９
時
〜
12
時

場
所　
久
喜
地
区
…
久
喜
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
（
下
清
久
）
／
菖
蒲
地

区
…
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
菖
蒲
町
下
栢
間
）

負
担
金　
１
㎏
に
つ
き
10
円
（
税

込
み
）

問
合
せ　
久
喜
地
区
…
Ｊ
Ａ
南
彩

久
喜
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

☎

25
・
１
５
１
５
／
菖
蒲
地
区
…
Ｊ

Ａ
南
彩
菖
蒲
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

☎
85
・
７
３
３
４

　
市
で
は
、
久
喜
市
健
康
・
食
育

ま
つ
り
に
一
般
出
展
（
店
）
を
す

る
団
体
等
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
12
月
14
日
㈰　
10
時
〜
15
時

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館

募
集
内
容　
①
健
康
づ
く
り
や
食

育
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
展
示
（
パ
ネ
ル
展
示
）　
②
地

元
特
産
品
、
郷
土
食
、
健
康
に
配

慮
し
た
飲
食
物
の
販
売
（
営
利
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
）

③
来
場
者
が
体
験
ま
た
は
参
加
す

る
こ
と
で
健
康
づ
く
り
や
食
育
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の

出
展
（
店
）
資
格　
構
成
す
る
参

加
者
の
半
数
以
上
が
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者

募
集
区
画
数　
屋
外
テ
ン
ト
５
張

り（
１
出
店
に
つ
き
２
張
り
ま
で
）

／
屋
内
パ
ネ
ル
展
示　

５
団
体

（
１
出
展
に
つ
き
２
枚
ま
で
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
出
展

　
（
店
）
説
明
会
で
調
整
し
ま
す
。

出
展（
店
）料　
無
料〔
出
展（
店
）

料
以
外
の
諸
経
費
は
自
己
負
担
〕

●
出
展
（
店
）
説
明
会

　
出
展
（
店
）
を
希
望
す
る
団
体

等
は
、必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
５
日
㈫　
13
時
30
分

〜
15
時

場
所　
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
会

議
室

※
ま
つ
り
の
開
催
当
日
ま
で
に
数

回
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
の
募
集
要
領
を
ご
覧
に
な
る
か

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
28
日
㈪　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

「
出
展

（
店
）
申
込
書
」
（
健
康
医
療
課

で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
〒
３

４
６

－

８
５
０
１　
所
在
地
記
入

不
要
／
内
線
３
４
２
２
／

22
・

３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkenko

iryo@
city.kuki.lg.jp

）
へ

◆
①
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

内
容　
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る

も
の
や
投
票
を
呼
び
か
け
る
も
の

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援

学
校
の
児
童
・
生
徒

応
募
規
定　
描
画
材
料
…
自
由
／

大
き
さ
…
画
用
紙
の
四
つ
切
、
八

つ
切
（
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
）

※
裏
面
右
下
に
、
県
名
・
学
校
名・

　
学
年
・
氏ふ

り

名が
な

を
記
入

応
募
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送

◆
②
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

内
容　
選
挙
に
関
す
る
意
識
の
高

揚
や
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
役
立

つ
も
の

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

応
募
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
・

Ｅ
メ
ー
ル
﹇
作
品
（
1
人
1
点
）・

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
年
齢（
学
生
は
学
校

名
・
学
年
）・
電
話
番
号
を
明
記
﹈

【
①
・
②
共
通
】

そ
の
他　
⑴
入
選
作
品
は
「
広
報

く
き
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
、啓
発
に
利
用
し
ま
す
。

⑵
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

⑶
入
選
作
品
の
使
用
に
あ
た
り
、

氏
名
・
学
校
名
等
を
公
表
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
⑷
過
去
の
入
選

作
品
は
対
象
外
で
す
。

募
集
期
限　
９
月
12
日
㈮　
必
着

応
募
先
・
問
合
せ　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
２
２
４

７
／
Ｅ
メ
ー
ルsenkan@

city.
kuki.lg.jp

）

コスモス種まきボランティア募集

日時日時　８月２日㈯　８時鷲宮総合支所庁舎　８月２日㈯　８時鷲宮総合支所庁舎
　　　前集合～９時終了予定（雨天中止）　　　前集合～９時終了予定（雨天中止）
場所場所　コスモスふれあいロード　コスモスふれあいロード
　　　（　　　（葛葛西用水路沿い)西用水路沿い)
内容内容　コスモスの種まき　コスモスの種まき
対象対象　どなたでも（個人・団体を問わず参　どなたでも（個人・団体を問わず参
　　　加できます。)　　　加できます。)
持物持物　作業のしやすい服装、飲み物　作業のしやすい服装、飲み物
申込期限申込期限　７月　７月1818日㈮日㈮
申込み・問合せ申込み・問合せ　鷲宮総合支所環境経済課　鷲宮総合支所環境経済課
　　　　　　　　（内線　　　　　　　　（内線224224））

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
日
の
お
知
ら
せ

（
久
喜
・
菖
蒲
地
区
）

健
康
・
食
育
ま
つ
り　

一
般
出
展
（
店
）
者
募
集

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集

市 花「ココスモス」を

咲かせてみません咲かせてみませんかか
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小林　徹さん

　
毎
年
、
７
月
１
日
か
ら
31
日
ま

で
の
１
か
月
間
を
強
調
月
間
と
し

て
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で

も
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時　
7
月
23
日
㈬　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
広
域

文
化
展
示
室

内
容　
グ
ル
ー
プ
で
事
例
に
対
し

て
意
見
交
換
を
し
て
更
生
保
護
の

理
解
を
深
め
る

募
集
人
数　
10
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

申
込
期
間　
７
月
10
日
㈭
〜
15
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
直
接
、生
活
安
全
課
市
民
生
活・

青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）
へ

◆
街
頭
啓
発
活
動

日
時　
７
月
23
日
㈬　
16
時
30
分

※
啓
発
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　
久
喜
駅
西
口
・
東
口
／
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
久
喜
店
店
頭

内
容　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

啓
発
品
の
配
布

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生
活・

青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

日
時　
８
月
21
日
㈭　
受
け
付
け

13
時
30
分
／
14
時
〜
16
時

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。

講
師　
小
林
徹
さ
ん（
エ
コ
グ
リ
ー

ン
設
計
代
表
取
締
役
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
３
０
８
人
（
予
定
／
申
込

順
）

費
用　
無
料

申
込
期
間　
７
月
11
日
㈮
〜
８
月

20
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
生
涯

学
習
課
人
権
教
育
係
（
菖
蒲
総
合

支
所
内
／
内
線
３
６
５
／

85
・

１
７
８
８
／
Ｅ
メ
ー
ルshogai

gakushu@city.kuki.lg.jp

）へ

　
市
で
は
、
市
の
政
策
を
決
定
す

る
場
に
よ
り
多
く
の
女
性
に
参
画

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
材
リ
ス

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

使
用
目
的　
審
議
会
等
へ
の
女
性

の
委
員
登
用
の
促
進
や
各
種
講
座

等
の
講
師
選
定

登
録
要
件　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
、
ま
た
は
市
内
に
活
動
の
場

を
有
す
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
を
満
た
す
18
歳
以
上
の
方

①
法
律
、
医
療
・
保
健
衛
生
、
福

祉
、
教
育
、
文
化
・
芸
術
の
分
野

な
ど
の
知
識
・
資
格
を
有
す
る
女

性　
②
社
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
市
政
や

地
域
の
発
展
に
意
欲
や
関
心
の
あ

る
女
性　
③
女
性
問
題
や
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
詳
し
い
男
性
ま

た
は
女
性

募
集
期
限　
７
月
31
日
㈭

応
募
方
法
・
問
合
せ　
登
録
用
紙

（
人
権
推
進
課
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
人
権
推
進
課
男
女
共

同
参
画
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０

１　
所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
２

３
２
２
／

22
・
３
３
１
９
／
Ｅ

メ
ー
ルjinken@

city.kuki.lg.
jp

）
へ

　

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
で
す
。こ
の
運
動
は
、

全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
社

会
の
中
で
協
力
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
全
国
的
な

運
動
で
、
今
回
で
64
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
26

年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

昭
和
24
年
７
月
１
日
に
、
非
行

少
年
等
の
支
援
と
犯
罪
の
予
防
を

目
的
と
し
た
犯
罪
者
予
防
更
生
法

が
施
行
さ
れ
、
新
し
く
更
生
保
護

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制

度
に
共
感
し
て
、戦
後
、街
に
あ
ふ

れ
る
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
案
じ

た
有
志
が
、
同
年
７
月
に
「
犯
罪

者
予
防
更
生
法
実
施
記
念
フ
ェ

ア
ー
（
銀
座
フ
ェ
ア
ー
）
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
ー
が

発
端
と
な
り
、
昭
和
25
年
に
開
催

さ
れ
た
「
矯
正
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
通
じ
て
認
識
が
深
ま
り
、

昭
和
26
年
に
こ
の
活
動
を
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」と
名
付
け
、

各
地
に
広
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
が
運
動
の
始
ま
り
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立
ち
直
り

を
支
え
る
に
は
、
地
域
の
全
て
の

人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
立
ち
直
り
を
決
意
し
た

人
が
安
心
し
て
地
域
の
中
に
溶
け

こ
ん
で
い
け
る
よ
う
温
か
く
見
守

る
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

久
喜
市
で
も
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
を
行
い
ま
す
。
左
に
詳

細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
生
活・

青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

生
き
る
」

久
喜
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を

実
施
し
ま
す

第
２
回
久
喜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
教
育
研
修
会

小こ

林
ば

や

し

徹
と

お

る

講
演
会
開
催

男
女
共
同
参
画
人
材
リ
ス
ト
登
録
者
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

人権人権
それは愛それは愛
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7月19日㈯
内　容 時　間 場　所

園児みこし・太鼓 17時～18時（雨天中止） 本部前

大神輿 18時～21時30分 本通りを往復

阪東太鼓 18時30分～19時
20時40分～21時30分 本部前

流しおどり 19時～19時50分 本通り

栗橋ソーラン 19時50分～20時15分 本部前

栗橋音頭 20時15分～20時40分 本通り

7月20日㈰
内　容 時　間 場　所

大神輿 18時～21時30分 町内一巡

納涼フェスティバル 19時～21時30分 本部前

阪東太鼓 19時30分～21時 栗橋駅東口

　荘厳で豪快な八
や

坂
さか

神社大
おお

神
み

輿
こし

が躍動感を与えます。栗橋駅前で行わ
れる大神輿と阪

ばん

東
どう

太鼓の競演は見応えたっぷりです。地元の人たちの
手づくりの付け祭りは、太鼓や流しおどりなど見どころ満載です。
問合せ　久喜市栗橋観光協会（栗橋総合支所環境経済課内／内線245）

※お越しの際は鉄道等をご利用ください。
交通規制のお知らせ

　車両等の進入禁止にご協力をお願いします。
Ⓐ～Ⓑ：両日ともに　16時～21時45分
Ⓒ～Ⓓ：７月19日㈯　16時45分～21時45分
　　　　７月20日㈰　18時～21時45分

蓮
田
市

第
25
回
は
す
だ
市
民
ま
つ
り

日
時　
８
月
23
日
㈯　
10
時
30
分

※
雨
天
決
行

場
所　
の
く
ぼ
通
り
（
蓮
田
駅
東

口
）

内
容　
お
ど
り
な
ど
の
市
民
参
加

イ
ベ
ン
ト
、
小
学
生
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
な
ど

問
合
せ　
は
す
だ
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
（
蓮
田
市
商
工

会
仮
事
務
所
）　
☎
０
４
８
・
７

６
９
・
１
６
６
１

幸
手
市

幸
手
夏
祭
り

日
程　
７
月
13
日
㈰
・
17
日
㈭
・

19
日
㈯
・
20
日
㈰

場
所　
幸
手
市
中
央
通
り

内
容　
３
０
０
年
近
い
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
幸
手
の
夏
祭
り

・
大
神
輿
渡
御
（
７
月
13
日
㈰
）

・
子
ど
も
神
輿
連
合
渡
御
（
７
月

17
日
㈭
）

・
山だ

車し

曳ひ
き

廻ま
わ

し
（
７
月
19
日
㈯
・

20
日
㈰
）

問
合
せ　
幸
手
市
観
光
協
会
事
務

局
（
商
工
観
光
課
内
）　
☎
43
・

１
１
１
１
（
内
線
５
９
３
）

白
岡
市

白
岡
ま
つ
り

期
日　
８
月
２
日
㈯

場
所　
白
岡
市
役
所
庁
舎
周
辺
特

設
会
場

内
容　
模
擬
店
、
白
岡
お
ど
り
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
打
ち

上
げ
花
火
な
ど

問
合
せ　
白
岡
ま
つ
り
運
営
委
員

会
事
務
局　
☎
92
・
８
１
５
１

宮
代
町

宮
代
町
民
ま
つ
り

日
程　
８
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

※
時
間
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

進
修
館
周
辺

内
容　
流
し
踊
り
、
み
こ
し
の
巡

行
、
そ
の
他
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
進
修
館　
☎
33
・
３
８
４
６

杉
戸
町

古
利
根
川
流
灯
ま
つ
り

日
程　
８
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

18
時
10
分
〜
21
時

場
所　
古
利
根
川
（
古
川
橋
〜
清

地
橋
）

内
容　
大
型
灯
籠
（
２
５
０
基
）

の
係
留
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
花
火

の
打
ち
上
げ
（
8
月
3
日
㈰
）

問
合
せ　
杉
戸
町
商
工
会
（
杉
戸

町
観
光
協
会
事
務
局
）　
☎
32
・

３
７
１
９

と
な
り
ま
ち
へ

行
こ
う

タ
ウ
ン
情
報

と
な
り
ま
ち

と
な
り
ま
ち
へへ

行
こ
う

行
こ
う

７/19㈯・20㈰くりはくりはし夏祭り夏祭り開催開催
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六角名号塔

★保健福祉のために

久喜民謡連合会さん 金15,877円
本町３丁目カラオケ愛好会さん 金15,340円

　
日
光
道
中
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
旧
栗
橋

宿
に
は
、
栗
橋
の
開
墾
者
と
ゆ
か
り
の
あ
る
深じ

ん

廣こ
う

寺じ

（
栗
橋
東
3
丁
目
）
が
あ
り
ま
す
。

　
深
廣
寺
は
、
無む

涯が
い

山さ
ん

単た
ん

信し
ん

院い
ん

深
廣
寺
と
号
す

る
浄
土
宗
の
名め

い

刹さ
つ

で
す
。
元げ

ん

和な

元
年
（
１
６
１

５
）
下し

も
う
さ
の
く
に

総
国
栗
橋
村
（
現
茨
城
県
猿さ

島し
ま

郡ぐ
ん

五
霞

町
元
栗
橋
）
か
ら
村
民
を
引
き
連
れ
、
後
の
栗

橋
宿
と
な
る
上か

み

河か
わ

辺べ

新し
ん

田で
ん

を
開
墾
し
た
並な

み

木き

五ご

郎ろ

平べ
い

が
開
基
し
、
無む

涯が
い

閑か
ん

栄え
い

上し
ょ
う

人に
ん

が
開
山
し
ま

し
た
。
こ
の
深
廣
寺
の
境
内
に
は
、
２
代
目
住

職
の
単
信
上
人
が
建
立
し
た
市
指
定
文
化
財

「
六
角
名
号
塔
」
が
あ
り
ま
す
。

　
単
信
上
人
は
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
（
現
群
馬
県
）
に
生
ま

れ
、
菩
提
寺
の
大だ

い

蓮れ
ん

寺じ

で
仏
門
に
入
り
ま
し

た
。
芝し

ば

増ぞ
う

上じ
ょ
う

寺じ

で
修
行
し
た
後
、
慶
安
２
年

（
１
６
４
９
）
飯
沼
（
現
茨
城
県
常
総
市
）
の

弘ぐ

経ぎ
ょ
う

寺じ

か
ら
深
廣
寺
の
住
職
に
迎
え
ら
れ
、
多

く
の
信
者
に
慕
わ
れ
ま
し
た
。

　
六
角
名
号
塔
は
、
単
信
上
人
が
三
界
に
迷
う

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

の
得と

く

脱だ
つ

を
願
い
、
ま
た
近
郷
の
村
々
の
豊

作
と
繁
栄
を
祈
り
、
承じ

ょ
う

応お
う

３
年
（
１
６
５
４
）

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資
料

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
２
）

か
ら
明
暦
２
年
（
１
６
５
７
）
ま
で
に
か
け
て

建
立
し
た
千
人
供
養
塔
で
す
。
こ
の
供
養
塔
は

高
さ
が
約
３
・
６
ｍ
あ
り
、
６
面
に
「
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

」
の
６
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
伝
承
で
は
、
単
信
上
人
が
幕
府
の
許
可
を
得

て
石
工
と
と
も
に
伊
豆
に
渡
り
、
21
基
の
供
養

塔
を
刻
ん
で
船
で
運
ぼ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
上

人
ら
を
乗
せ
た
船
は
嵐
に
遭
い
沈
没
寸
前
と
な

り
ま
し
た
。
上
人
は
こ
れ
を
供
養
塔
を
欲
し
が

る
龍
神
の
仕
業
と
考
え
、
１
基
を
水
中
に
投
じ

て
龍
神
を
鎮
め
ま
し
た
。
利
根
川
を
舟
で
さ
か

の
ぼ
り
、
無
事
に
栗
橋
ま
で
辿
り
着
い
た
上
人

は
20
基
の
供
養
塔
を
建
立
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
９
代
目
の
法ほ

う

信し
ん

上し
ょ
う
に
ん人
に
よ
っ
て
供

養
塔
１
基
が
建
立
さ
れ
、
現
在
は
21
基
と
な
っ

て
い
ま
す
。
供
養
塔
の
基
礎
部
分
に
は
「
武む

さ

蔵し
の

国く
に

新
栗
橋
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
が
７
基
あ

り
、
新
栗
橋
（
上
河
辺
新
田
）
が
開
墾
さ
れ
た

時
代
を
偲し

の

ば
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
き

村
むら

　柚
ゆ

月
づき

ちゃん（５歳）（右）
　　　優

ゆう

李
り

ちゃん（３歳）（左）
　　　倖

ゆき

菜
な

ちゃん（８か月）（中央）
（桜田４）

♡仲良くね☆３姉妹♡

神
かみ

山
やま

　龍
りゅう

保
ほ

くん（１歳）

（本町７）

我家のヤンチャ坊主☆

柴
しば

野
の

　愛
あ

未
み

ちゃん（３歳）（右）
　　　茜

あかね

ちゃん（６か月）（左）
（南栗橋４）

いつまでも姉妹仲良く

安
あん

藤
どう

　圭
けい

吾
ご

くん（４歳)(右）
　　　慎

しん

司
じ

くん（10か月）（左）
（古久喜）

仲良し兄弟☆

岡
おか　やす

安　麻
ま　お　り

央莉ちゃん（５か月）
（鷲宮４）

わが家の小さなお姫様

連
載　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
33
回
）

単た

ん

信し

ん

上
し
ょ
う

人に

ん

の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た

　
　

六ろ

っ

角か

く

名
み
ょ
う

号ご

う

塔と

う

愛の泉泉
～善意をありがとうございます～
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　５月25日㈰、市内各地で、「ゴミゼロ・クリーン
久喜市民運動」が行われました。
　当日は、市民の皆さんや市内協力団体の皆さんな
ど、約２万1,500人が参加し、道路や公園などの清
掃活動が行われました。この日一日で集められたご
みの総量は約29.5トン。ご参加いただいた皆さん、
ご協力ありがとうございました。

　６月８日㈰から、菖蒲総合支所周辺で、「第20回
あやめ・ラベンダーのブルーフェスティバル」が始
まりました。
　初日の８日に開催された「あやめ祭り」では、ラ
ベンダー商品や特産品などの販売が行われました。
会場では早咲きのラベンダーが見ごろを迎え、爽や
かな香りに包まれていました。
　ブルーフェスティバルは７月６日㈰まで開催され
ます。

　５月11日㈰から31日㈯まで、しょうぶ会館農園ポ
ピー畑で、「2014しょうぶポピーまつり」が開催さ
れました。
　期間中は、ポピーの花の無料摘み取りや地域のボ
ランティアの皆さんによる野菜販売が行われ、18日
㈰には、菖蒲地区の小・中学校７校の児童・生徒の
思いを込めたペットボトルロケットの打ち上げなど
があり、大勢の来場者で賑わっていました。

　５月18日㈰、鷲宮総合支所周辺で、「鷲宮地区コ
ミュニティ祭り」が開催されました。
　演歌歌手や大道芸人によるステージショーやミニ
ＳＬ、スタンプラリーなどのさまざまなイベントが
行われ、会場には来場者の笑顔があふれていました。

あやめ・ラベンダーのブルーフェスティバルあやめ・ラベンダーのブルーフェスティバル

ゴミゼロ・クリーン久喜市民運動ゴミゼロ・クリーン久喜市民運動

20142014しょうぶポピーまつりしょうぶポピーまつり

鷲宮地区コミュニティ祭り鷲宮地区コミュニティ祭り
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不
要
と
な
る
樹
木
を
登
録
・
紹

介
す
る
こ
と
で
、
緑
を
保
全
し
て

い
ま
す
。

※
譲
渡
方
法
等
詳
細
は
、
当
事
者

　
間
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
譲
り
ま
す

・
ツ
ゲ　

１
本　

高
さ
２
ｍ
強

　
幹
の
直
径
６
㎝

申
込
開
始　
７
月
14
日
㈪　
９
時

（
申
込
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　
環
境
課
環
境

企
画
係
（
内
線
２
８
２
４
）

　
毎
年
８
月
初
旬
に
開
催
し
て
い

る
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
入
選
作
品

展
の
開
催
日
程
が
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

日
程　
11
月
21
日
㈮
〜
24
日
㉁

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
広
域

文
化
展
示
室

内
容　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

工
芸
・
書
・
写
真

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

６
９
）

〜
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の
経

　

営
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

　
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
や
事

業
が
破
綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費

等
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

次
の
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が

明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合

等
に
お
い
て
、
個
人
保
証
が
不

要
と
な
る
こ
と

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い

て
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前

に
、
早
め
に
事
業
再
生
や
廃
業

を
決
断
し
た
際
に
、
一
定
の
生

活
費
等
が
残
る
こ
と

　
金
融
機
関
と
相
談
し
た
い
方
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
関
東
本
部　

☎
03
・
５
４
７

０
・
１
６
２
０

◆
入
会
説
明
会

日
時　
７
月
16
日
㈬　
10
時
〜
12
時

場
所　
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

申
込
期
限　
開
催
日
の
９
時

申
込
み
・
問
合
せ　
同
セ
ン
タ
ー

鷲
宮　
☎
59
・
６
６
０
０

期
日　
平
成
27
年
１
月
25
日
㈰

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
、
市
内
を
主
な
活
動
拠
点
と

す
る
団
体

募
集
す
る
ジ
ャ
ン
ル
（
種
目
）

音
楽
（
合
唱
、
楽
器
演
奏
等
）
、

民
謡
、
舞
踊
、
吟
詠
、
郷
土
芸

能
、
ダ
ン
ス
等

出
演
料　
無
料

※
出
演
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は

各
団
体
負
担

そ
の
他　
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
の
上
決
定
し
ま
す
。

募
集
期
限　
７
月
31
日
㈭　
必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　
応
募
用
紙

（
生
涯
学
習
課
、
各
教
育
委
員
会

分
室
、
中
央
・
東
・
西
・
森
下
・

栗
橋
・
鷲
宮
の
各
公
民
館
、
各
図

書
館
、
各
文
化
会
館
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
久
喜
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
、
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
〒
３
４
６

－

０
１
９
２　
所

在
地
記
入
不
要
／
菖
蒲
総
合
支
所

内
／
内
線
３
６
９
）
へ

日
時　
９
月
７
日
㈰　
開
場
13
時

／
開
演
13
時
30
分

場
所　
栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

曲
目　
「
俵
つ
み
唄
」
「
最も

上が
み

川が
わ

舟
唄
」
「
栗
橋
音
頭
」
ほ
か

対
象　
市
内
在
住
者

入
場
料　
無
料

定
員　
２
５
０
人
（
超
え
た
場
合

抽
選
）

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

主
催　
久
喜
市
栗
橋
文
化
協
会

申
込
期
限　
７
月
31
日
㈭　
消
印

有
効

申
込
方
法
・
問
合
せ　
往
復
は
が

き
（
一
葉
二
人
ま
で
）
に
住
所
・

氏ふ
り

名が
な

・
電
話
番
号
・
人
数
を
明
記

の
上
、
久
喜
市
栗
橋
文
化
協
会

柿か
き

澤ざ
わ

（
〒
３
４
９

－

１
１
０
６

久
喜
市
緑
１
の
２
の
５
「
井
上
千

春
シ
ョ
ー
」
係
／
☎
０
９
０
・
１

５
０
２
・
７
１
３
４
）
へ

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

埼
玉
県
美
術
展
覧
会

入
選
作
品
展
開
催
日
程

変
更
の
お
知
ら
せ

経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

お
知
ら
せ

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

久
喜
市
民
芸
術
祭

出
演
団
体

久
喜
市
栗
橋
文
化
協
会

40
周
年
記
念

「
井い

の

上う
え

千ち

春は
る

シ
ョ
ー
」
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お知らせお知らせ
久喜市役所 ☎22ー1111

菖蒲総合支所 ☎85ー1111

栗橋総合支所 ☎53ー1111

鷲宮総合支所 ☎58ー1111



日
時　
７
月
20
日
㈰　
開
場
13
時

／
開
演
13
時
30
分

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

内
容　
女
声
合
唱
、
県
立
浦
和
高

等
学
校
と
の
混
声
合
唱
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

入
場
料　

３
０
０
円

問
合
せ　
同
校
音
楽
部

　
　
　
　
☎
21
・
０
０
３
８

　
活
力
に
満
ち
た
豊
か
な
郷
土
づ

く
り
を
目
指
し
、
ふ
る
さ
と
祭
り

を
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
26
日
㈯　
16
時
30
分

〜
21
時

※
雨
天
の
場
合
は
７
月
27
日
㈰
に

順
延

場
所　
豊
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
（
南
栗
橋
８
丁
目
）

内
容　
各
種
団
体
の
催
し
と
打
ち

上
げ
花
火

※
打
ち
上
げ
花
火
は
20
時
ご
ろ
予
定

問
合
せ　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

豊
田
ふ
る
さ
と
づ
く
り
振
興
会

☎
52
・
２
３
４
１

ら
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
」
と

い
う
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
講
習
会
で
す
。

日
時　
８
月
８
日
㈮　
13
時
30
分

〜
15
時
30
分

場
所　
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

費
用　
無
料

そ
の
他　
講
習
会
終
了
後
、
設
立

に
係
る
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
１
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　
埼
玉
県
利
根

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
民
生
活
担

当　
☎
０
４
８
・
５
５
５
・
１
１

１
０

日
時　
７
月
24
日
㈭　
受
け
付
け

９
時
30
分
／
開
始
10
時
（
１
時
間

30
分
程
度
）

場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
青

葉
団
地
郵
便
局
前
）

内
容　
ヨ
ガ
で
健
康
維
持
と
体
力

ア
ッ
プ
を
図
る

講
師　
古ふ

る

川か
わ

美み

由ゆ

紀き

さ
ん
（
公
認

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象　
20
歳
以
上
の
方

定
員　
10
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
無
料

持
物　
動
き
や
す
い
服
装
、ス
ポ
ー

ツ
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
期
間　
７
月
15
日
㈫
〜
23
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電

話
番
号
を
記
入
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　
松ま

つ

島し
ま

（
☎
53
・
５
５
３
９
／

☎
０
９
０
・
９
３
０
０
・
８
５
９

０　
火
〜
金
曜
日
10
時
〜
16
時
／

Ｅ
メ
ー
ルsportskh@
qb3.so-

net.ne.jp

）
へ

※
体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

　
は
平
成
26
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
行
い
ま

　
す
。

期
日　
９
月
10
日
㈬

※
雨
天
決
行

場
所　
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
（
栃
木
県
下し

も

都つ

賀が

郡ぐ
ん

壬み

生ぶ

町ま
ち

壬み

生ぶ

甲こ
う

３
７
０
５
の
１
）

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
新
ぺ
リ

ア
方
式
（
Ｏ
Ｕ
Ｔ
・
Ｉ
Ｎ
同
時
ス

タ
ー
ト
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　
１
２
０
人
（
申
込
順
）

費
用　
参
加
費
５
０
０
０
円
（
当

日
集
金
）／
プ
レ
ー
費
７
２
０
０
円

（
各
自
精
算
）

※
８
月
31
日
㈰
以
降
の
参
加
の
取

り
消
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
デ
ィ
希
望
の
方
は
申
込
書

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催　
久
喜
市
栗
橋
ゴ
ル
フ
協
会

申
込
期
間　
７
月
10
日
㈭
〜
31
日

㈭　
10
時
〜
19
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書

（
Ｔ
Ｇ
Ａ
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
練
習
場
（
久
喜
市
高
柳
２
４
６

５
／
☎
52
・
７
８
０
１
）
へ

　
か
つ
て
久
喜
周
辺
に
も
た
く
さ

ん
い
た
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
、
動
植

物
を
自
然
園
で
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程　
８
月
20
日
㈬　
①
8
時
15

分
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
集
合　
②
８
時
45
分
市
役
所

正
面
玄
関
集
合
／
15
時
15
分
市
役

所
、
15
時
45
分
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
帰
着
予
定

※
雨
天
決
行

場
所　
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン

タ
ー
（
加
須
市
上
種
足
９
１
４
）

※
市
バ
ス
を
利
用

対
象　
中
学
生
以
下
の
市
内
在
住
者

※
幼
稚
園
児
以
下
は
保
護
者
同
伴

（
小
学
校
低
学
年
は
保
護
者
同

伴
可
）

定
員　
25
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

※
保
護
者
は
３
０
０
円（
入
場
料
）

持
物　
筆
記
用
具
、
弁
当
、
水
筒
、

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
（
白
っ

ぽ
い
服
装
…
虫
除
け
等
安
全
対
策

の
た
め
）
、
雨
具

申
込
期
間　

７
月
11
日
㈮
〜
８
月

13
日
㈬　
17
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
環
境
課
環
境
企
画
係

（
内
線
２
８
２
４
）
へ

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
作
り
た
い
の

で
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方
か

県
立
久
喜
高
等
学
校
音
楽
部

第
33
回
定
期
演
奏
会

豊
田
ふ
る
さ
と
祭
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方

設
立
基
礎
講
習
会
in
久
喜

ヨ
ガ
（
木
曜
日
コ
ー
ス
）

体
験
教
室

久
喜
市
栗
橋
ゴ
ル
フ
大
会

夏
休
み
こ
ど
も
自
然
観
察
会
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日
時　
７
月
18
日
㈮　
受
け
付
け

16
時
15
分
／
開
始
17
時
（
１
時
間

30
分
程
度
）

※
予
備
日　
７
月
25
日
㈮

※
予
備
日
も
雨
天
の
場
合
は
受
け

付
け
と
教
室
の
説
明
の
み
行
い

ま
す
。

場
所　
青
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

講
師　
庄し

ょ
う

司じ

充み
つ

子こ

さ
ん
（
日
本
体

育
協
会
公
認
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
指
導

員
）
ほ
か

対
象　
小
学
３
〜
６
年
生

定
員　
10
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
無
料

持
物　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

の
で
き
る
服
装
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ
（
お
持
ち
の
方
）

※
ラ
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
等
は
用
意

し
ま
す
。

申
込
期
間　
７
月
10
日
㈭
〜
17
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電

話
番
号
を
記
入
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　
松ま

つ

島し
ま

（
☎
53
・
５
５
３
９
／

☎
０
９
０
・
９
３
０
０
・
８
５
９

０　
火
〜
金
曜
日
10
時
〜
16
時
／

Ｅ
メ
ー
ルsportskh@

qb3.so-
net.ne.jp

）
へ

※
体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

は
平
成
26
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
の
助
成
を
受
け
て
行
い
ま

す
。

◆
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
こ
と

　

に
関
す
る
相
談

日
時　
８
月
23
日
㈯　
10
時
〜
12

時
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
越
谷
市
教
育
セ
ン
タ
ー

（
越
谷
市
増ま

し

林ば
や
し

３
の
４
の
１
）
／

さ
い
た
ま
市
特
別
支
援
教
育
相
談

セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区

下
落
合
６
の
10
の
３
）

申
込
期
限　
８
月
８
日
㈮

◆
塙
保
己
一
学
園
学
校
公
開

日
時　
９
月
19
日
㈮　
９
時
10
分

〜
12
時
30
分

場
所　
同
学
園
（
川
越
市
笠か

さ

幡は
た

85

の
１
）

申
込
期
限　
９
月
12
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　
同
学
園　
☎

０
４
９
・
２
３
１
・
２
１
２
１

日
程　
①
７
月
24
日
㈭　
②
７
月

30
日
㈬　
③
７
月
31
日
㈭　
④
８

月
６
日
㈬　
⑤
８
月
７
日
㈭　
全

５
回　
14
時
〜
15
時
30
分

場
所　
栗
橋
い
き
い
き
活
動
セ
ン

タ
ー
し
ず
か
館

内
容　
近
世
の
古
文
書
を
解
読
し

ま
す
。
①
は
講
義
、
②
④
は
事
前

予
習
、
③
⑤
は
講
師
解
説
に
よ
る

解
読
で
す
。

講
師　

①
③
⑤
三み

野の

行ゆ
き

徳の
り

さ
ん

（
日
本
近
世
史
研
究
者・東
洋
英
和

日
程　
①
７
月
18
日
㈮　
②
８
月

８
日
㈮　
10
時
〜
12
時

場
所　
済
生
会
栗
橋
病
院
東
館
５

階
講
堂
１

内
容　
①
「
在
宅
医
療
と
は
」　

②「
地
域
医
療
に
つ
い
て
〜O

オ

リ

ナ

ス

rinas

の
担
う
役
割
〜
」

講
師　
①
秋あ

き

山や
ま

正ま
さ

子こ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
白
十
字
在
宅
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
理
事
長
）　
②
伊い

関せ
き

友と
も

伸と
し

さ
ん（
城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
）

費
用　
①
②
各
４
０
０
０
円

主
催　
医
療
市
民
マ
イ
ス
タ
ー
協
会

問
合
せ　
同
会
事
務
局　
溝み

ぞ

田た

☎
０
９
０・６
５
６
２・６
０
９
４

日
時　
７
月
31
日
㈭　
10
時
〜
12
時

場
所　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容　
子
ど
も
と
上
手
に
関
わ
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
時
か
ら
の
発
達
を
中
心
に
学

び
ま
す
。

講
師　
竹た

け

内う
ち

理り

恵え

子こ

さ
ん
（
竹
内

助
産
院
院
長
）

対
象　
子
ど
も
の
周
り
に
い
る
全

て
の
人
（
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
会

場
に
入
れ
ま
す
。
）

定
員　
40
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
開
始　
７
月
11
日
㈮　
９
時

そ
の
他　
保
育
あ
り
（
申
込
順
20

人
／
要
予
約
）

申
込
方
法
・
問
合
せ　
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
連
絡

先
を
明
記
）
で
、
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ　
金か

な

井い

（
☎

０
９
０
・
２
４
３
２
・
１
３
６
５
）

ま
た
は
岡お

か

安や
す

（

22
・
３
８
４

３
）
へ

※
こ
の
講
座
は
市
と
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
久
喜
ん
こ
の
協
働

事
業
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
筆
記
用
具
、
く
ず
し
字
辞

書
（
お
持
ち
の
方
）

申
込
期
間　
７
月
10
日
㈭
〜
22
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
文
化
財
保
護
課
文
化

財
・
歴
史
資
料
係
（
菖
蒲
総
合
支

所
内
／
内
線
３
７
２
）
へ

日
時　
７
月
28
日
㈪　
開
場
14
時

15
分
／
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
鷲
宮
総
合
支
所
４
階
４
０

７
・
４
０
８
会
議
室

内
容　
犯
罪
被
害
者
遺
族
に
よ
る

講
演

定
員　
１
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　
無
料

問
合
せ　
公
益
社
団
法
人
埼
玉
犯

罪
被
害
者
援
助
セ
ン
タ
ー　
☎
０

４
８
・
８
６
５
・
７
８
３
１

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
体
験
教
室

近
世
古
文
書
解
読
講
座

（
初
級
編
）

子
ど
も
を
も
っ
と

知
る
た
め
の
講
座

県
立
特
別
支
援
学
校

塙
は
な
わ

保ほ

己き

一い
ち

学
園
教
育
相
談
会

医
療
市
民
マ
イ
ス
タ
ー
講
座

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
公
開
講
座

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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－

中
央
公
民
館

－☎
21
・
１
５
５
０

◆
１
は
じ
め
て
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

日
程　
①
8
月
31
日　
9
時
〜
15

時　
②
9
月
7
日　
9
時
〜
12
時

③
9
月
14
日　
9
時
〜
15
時　
④

９
月
21
日　
9
時
〜
14
時　
⑤
10

月
５
日　
9
時
〜
13
時　
⑥
10
月

12
日　
9
時
〜
14
時　
各
日
曜
日

全
６
回

場
所　
①
清
水
公
園　
②
県
営
権

現
堂
公
園　
③
国
営
武
蔵
丘
陵
森

林
公
園　
④
古
河
総
合
公
園　
⑤

関
宿
に
こ
に
こ
水
辺
公
園　
⑥
渡

良
瀬
遊
水
地

集
合
場
所　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

※
市
バ
ス
を
利
用

内
容　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
対
策
と
し
て
有
効
な
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基

礎
を
学
ぶ

※
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
ま
す
。

講
師　
野の

原は
ら

初は
つ

美み

さ
ん
（
久
喜
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
24
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
１
３
０
０
円（
入
場
料
等
）

◆
２
大
人
の
学
校

　

〜
日
本
史
（
近
代
史
）
〜

日
程　
9
月
2
日
・
9
日
・
30
日
、

10
月
７
日
・
14
日　

各
火
曜
日

全
５
回　
14
時
〜
16
時

場
所　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

内
容　
高
校
の
教
科
書
を
使
っ
て

近
代
国
家
の
成
立
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師　
宮み

や

内う
ち

正ま
さ

勝か
つ

さ
ん

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
30
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　
８
０
５
円
（
教
科
書
代
）

【
１
・
２
共
通
】

申
込
期
限　
７
月
24
日
㈭　
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
１
一

葉
二
人
、
２
一
葉
一
人
ま
で
）

に
、
事
業
名
・
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏ふ

り

名が
な

・
年
齢
（
１
の
み
）
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
中
央
公

民
館
（
〒
３
４
６

－

０
０
０
３

久
喜
市
久
喜
中
央
４
の
７
の
７
）へ

◆
１
楽ら

く

焼や
き

教
室

日
時　
8
月
1
日
㈮　
13
時

内
容　
好
き
な
陶
器
を
作
る

定
員　
12
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

◆
２
手
作
り
は
が
き
作
り

日
時　
8
月
2
日
㈯　
13
時

内
容　
手
作
り
は
が
き
に
絵
手
紙

を
描
く

定
員　
10
人
（
申
込
順
）

◆
３
科
学
実
験

日
時　
8
月
5
日
㈫　
13
時
30
分

内
容　
ス
ラ
イ
ム
作
り
（
高こ

う

分ぶ
ん

子し

の
ふ
し
ぎ
）

定
員　

16
人
（
申
込
順
）

◆
健
康
体
操

日
時　
７
月
15
日
㈫　
13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　
７
月
16
日
㈬　
13
時
30
分

〜
15
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
７
月
23
日
㈬　
10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

※
各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
ま
す
。

◆
４
み
ん
な
で
作
ろ
う

日
程　
８
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭

13
時

内
容　

工
作

定
員　
15
人
（
申
込
順
）

◆
５
料
理
作
り

日
時　
8
月
22
日
㈮　
13
時

内
容　
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
作
る

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

【
１
〜
５
共
通
】

申
込
開
始　
7
月
13
日
㈰　
9
時

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

申
込
方
法　
直
接
、
児
童
セ
ン

タ
ー
へ

※
電
話
や
代
理
の
方
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
子
ど
も
一
日
図
書
館
員
募
集

　
図
書
館
っ
て
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
な
。
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程　
①
８
月
６
日
㈬　
②
８
月

７
日
㈭　
各
10
時
〜
16
時

場
所　
①
鷲
宮
図
書
館　
②
中
央

図
書
館

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
５
・
６

年
生

※
６
年
生
は
初
め
て
参
加
す
る
方

定
員　
①
6
人　
②
8
人
（
①
②

と
も
申
込
順
）

持
物　
昼
食
、
図
書
館
利
用
券
、

筆
記
用
具

そ
の
他　
保
護
者
の
方
は
、
児
童

の
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
開
始　
７
月
19
日
㈯　
10
時

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
（
①
鷲

宮
図
書
館　
②
中
央
図
書
館
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
、
各
図
書
館
窓
口
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

－

中
央
図
書
館

－☎
21
・
０
１
１
４

－
鷲
宮
図
書
館

－☎
58
・
１
０
０
２

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

公
民
館

市
立
図
書
館
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内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

７月16日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

７月17日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

７月28日㈪
10時～12時

鷲宮総合支所４階
会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

８月11日㈪
10時～15時

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

７月18日㈮
13時～17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）８月１日㈮

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

８月11日㈪
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

８月20日㈬
13時30分～16時30分

市役所４階
第５会議室

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

９月１日㈪
13時30分～16時30分

市役所４階
第５会議室

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国の事務に関すること）

７月15日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
407会議室

７月15日㈫
13時30分～16時

市役所４階
第６会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

※７月８日㈫は市相談員不在のため
　県相談員との電話相談になります。

市役所３階
消費生活相談室

※来室の際は、必ずお問い合わせ
　ください。

消費生活相談室　☎22－3925
※相談時間外のお問い合わせは、
　生活安全課市民生活・青少年係
（内線2633）

特設消費生活相談 ７月18日㈮
10時～12時／13時～16時

鷲宮総合支所４階
407会議室

年金相談
【要予約】

７月16日㈬
９時～12時／13時～15時

菖蒲総合支所４階
第２集会室

菖蒲総合支所市民課
☎85－1111（内線121）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22－1111（内線175）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

商工観光課まで
お問い合わせください。

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可

交通事故発生状況　５月　※(　)内は平成26年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
55

（274）
０
（１）

5
（29）

58
（321）

251
（1,448）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　５月　※(　)内は平成26年の累計
建　物 ４（15） 急　病 346（1,709）
車両・船舶 ０（１） 交　通 45（0,251）
その他 ８（25） その他 140（0,814）
火災件数 12（41） 救急件数 531（2,774）

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市役所　☎ 22－1111／  22－3319●無　料　相　談
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診療日 診療時間

７月６日㈰・13日㈰・20日㈰・
27日㈰、８月３日㈰ 19時～22時　

７月21日㈷ 14時～17時／
19時～22時　

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ７月23日㈬　受付：13時～13時45分 平成26年３月生まれ

10か月児健康診査 ７月18日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年９月生まれ

１歳６か月児健康診査 ７月16日㈬　受付：13時～13時45分 平成24年12月生まれ

３歳児健康診査 ７月22日㈫　受付：13時～13時45分 平成23年３月生まれ

乳幼児健康相談 ７月17日㈭　受付：13時～14時

ママ・パパ教室【要予約】 ７月15日㈫・24日㈭・29日㈫、
８月２日㈯ 出産予定日が平成26年10月～11月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

―栗橋保健センター　―
　☎52－5577

―中央保健センター　―
　☎21－5354

―鷲宮保健センター　―
　☎58－8521

◆親子の料理教室

日時　８月８日㈮　９時30分～13時
場所　栗橋保健センター
内容　親子で一緒に料理づくり
講師　久喜市食生活改善推進員協議
会栗橋支部
対象　小学生とその保護者
定員　30人（申込順）
費用　１人300円（材料費、保険料）
※当日集金します。
持物　エプロン、三角きん、ふきん、
筆記用具、上履き
申込期間　７月10日㈭～８月１日㈮
申込方法　直接または電話で、栗橋
保健センターへ

◆子どもの心や体の発達に

　心配のある親の集い

　子どもの心や体の発達に心配のあ
る保護者の皆さん、同じ悩みを抱え
ている親同士の情報交換や仲間作り
の場として、気軽におしゃべりに来
てみませんか。
日時　７月31日㈭　10時～11時30分
場所　鷲宮保健センター
対象　市内在住で就学前の子どもの
心身の発達に心配のある保護者
定員　20人（申込順）
申込開始　７月10日㈭
申込方法　直接または電話で、鷲宮
保健センターへ

◆久喜市保健事業推進員募集

　健診、相談、訪問指導等の保健事
業を円滑に実施するため、保健事業
推進員を募集しています。
応募資格　保健師・助産師・保育士
のいずれかの資格を有する方
勤務日　月１日～15日以内で１日４
時間以内
勤務先　中央保健
　　　　センター
報酬　日額5,600円
申込み　中央保健
　　　　センター

肉の生食による食中毒にご用心！
　肉の生食は禁止されていないからといって、必ずしも安全というわけではありません。
動物の肉にはカンピロバクターや腸管出血性大腸菌Ｏ157などの病原微生物が付着してい
ることがありますので、新鮮だから生で食べても大丈夫というのは間違いです。
　特に子どもや高齢者は重篤な症状になることがあります。
　また、発症しなくても保菌者となり、その人自身が感染源になることがあります。
肉は十分に加熱してから食べましょう。
問合せ　幸手保健所　☎42－1101
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久喜・白岡休日夜間急患診療所　☎＆ 　21－9090

診療科目　内科・小児科

受付時間　診療開始30分前から終了30分前まで

所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）

※お問い合わせは診療時間内にお願いします。

●埼玉県救急医療情報センター（医療機関案内）

　☎048－824－4199【24時間対応】
　（歯科・精神科案内と医療相談は除く）

●小児救急電話相談

♯8000　☎048－833－7911
受付時間　月～土曜日…19時～翌朝７時
　　　　　日曜日、祝日、年末年始…９時～翌朝７時

●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内）

　☎048－723－8699
受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分



事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
７月11日㈮　受付：13時～13時45分 平成26年３月生まれ

８月８日㈮　受付：13時～13時45分 平成26年４月生まれ

10か月児健康診査 ８月７日㈭　受付：13時～13時45分 平成25年９月生まれ

１歳６か月児健康診査 ７月25日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年１月生まれ

３歳児健康診査 ７月24日㈭　受付：13時～13時45分 平成23年３月生まれ

乳幼児健康相談 ７月22日㈫　受付：９時30分～11時８月５日㈫
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ７月24日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

ママ・パパ教室【要予約】 ７月14日㈪・19日㈯ 出産予定日が平成26年10月～11月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

不登校・ひきこもり家族の
つどい

７月14日㈪　14時～16時
場所：中央公民館 登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ８月６日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成26年３月～４月生まれ

10か月児健康診査 ７月14日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成25年８月～９月生まれ

１歳６か月児健康診査 ７月23日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成24年11月～12月生まれ

乳幼児健康相談 ８月４日㈪　受付：13時30分～15時

ママ・パパ教室【要予約】 ７月11日㈮・24日㈭、８月５日㈫ 出産予定日が平成26年10月～平成27年１月の妊婦と
その家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

健康体操 ７月22日㈫　13時30分～15時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ７月15日㈫　受付：13時～13時30分 平成26年３月生まれ

３歳児健康診査 ７月22日㈫　受付：13時～13時30分 平成23年３月生まれ

乳幼児健康相談 ７月14日㈪　受付：９時30分～11時８月４日㈪
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ７月18日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】 ７月11日㈮　①10時～11時　　　　　　②11時～12時 市内在住者

ダンベル体操 ７月17日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

精神保健福祉士によるここ
ろの相談【要予約】 ７月17日㈭　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可
わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） ７月17日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚
士による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

保健センターの保健事業 ７月10日㈭～８月10日㈰（７月１日～９日は広報くき６月１日号に掲載）

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●健康コーナー
中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021

栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521
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職種 試験
区分 要件・資格 採用予定

人数（※１）

一般事務
(※2)

上級

（別表）のとおり

25

中級

初級

土木・建築

上級
（別表）のとおり 
・土木課程または建築課程を修了（見込みを含む）の方中級

初級

建築2 － 昭和54年４月２日以降に生まれた方で、建築士法に定める一級
建築士の資格を有する方 ２

幼稚園教諭・
保育士 － 昭和63年４月２日以降に生まれた方で、幼稚園教諭免許と保育

士資格の両方を有する方、または取得見込みの方 ５

保健師 － 昭和54年４月２日以降に生まれた方で、保健師免許を有する方
または平成27年春季の国家試験で取得見込みの方 ２

一般事務
【身体障がい
者対象】
(※2)

－

昭和54年4月2日以降に生まれ、高等学校(これに準ずる学校を含む)
以上の学校を卒業(見込みを含む)の方で、次の全てに該当する方
・活字印刷による出題に対応できる方
・身体障害者手帳の交付を受け、その程度が１級から６級までの方
・自力により勤務ができ、かつ、介護者なしに勤務の遂行が可能な方

１

※１　欠員等の状況により変更になる場合があります。
※２　身体障害者手帳を有する人に限り、拡大文字による受験ができます。
（別表）
試験区分 要　件
上級 昭和59年４月２日以降に生まれ、大学以上の学校を卒業（見込みを含む）の方
中級 昭和63年４月２日以降に生まれ、短期大学または短期大学に相当する学校を卒業（見込みを含む）の方
初級 平成２年４月２日以降に生まれ、高等学校を卒業（見込みを含む）の方

◆募集概要

　市では、平成27年４月以降の採用を予定した職員採用試験を行います。
問合せ　人事課人事研修係（内線2261～2263）

受験申し込みの
受付期間

（全職種共通）
８月１日㈮
　～８日㈮
期間内消印有効

※受け付けは郵送のみ。
書類不備の場合受け付け不可。

第１次試験
９月21日㈰

・教養試験（全職種）
・事務適性検査（身体障がい者を
対象とした一般事務を除く）
・作文試験（一般事務のみ）
・専門試験（一般事務以外） 

想いを実現へ
「気づき、考え、動く」

求める職員像

・市民の立場でプロ意識を持っ
て行動する職員
・自ら考え判断し、責任を持っ
て実行する職員
・一致団結して目標を共有し、
住民サービスの向上のために
ベストを尽くす職員

受験案内の配布
　７月１日㈫から市役所１階総合
案内、市役所第二庁舎、各総合支
所総務管理課、各公民館（青葉・
南を除く）およびふれあいセン
ター久喜で配布します。
　郵送請求する場合は、封筒の表
に「受験案内請求」と朱書きし、
140円分の切手を貼った宛て先明
記の返信用封筒（Ａ４サイズが折
らずに入るもの）を同封の上、久
喜市人事課人事研修係（〒346－
8501　所在地記入不要）へ送付し
てください。
※卒業証明書、資格証等必要書類
がありますので、受験案内は早
めに入手して確認してくださ
い。
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